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いつも戦っていた国、ベトナム

ベトナムに生まれるということは，わずかな例外

を別にして，常に非常に厳しい人生を生きねばなら

ないことを意味する。ベトナムの近代。現代は，い

つもその時の最強国を相手に戦ってきた。1975年の

｢サイゴン解放」にいたる独立と民族解放の戦いは，

中国（千年)，フランス（百年)，日本（４年），ア

メリカ（20年）におよぶ。そして家族の離散，父，

夫，息子の戦死，女性や子供など一般人の被災，家

を失い，土地を荒らされ，生まれ故郷を離れざるを

得ないといった，最大級の不幸が普通の人々の間に

日常化した。常に全土が戦場であったわけではない

にしても，国民が無条件に平和を楽しめた日々は限

られていた。その結果，家族単位でも国としても，

安定した生活と経済の基礎を確立するのは不可能で

あった。その日をやりくりして，生き延びていくの

がやっと，というのが普通の人の暮らしであったろ

う。強国に目をつけられたベトナムは，世界史的な

侵略の被害者であった。

１９７５年以後はいわば「勝ってしまった」不幸か，
ごうまん

あるいは徹慢Iとみえたのか，米国など西側諸国にう

とまれ，アジアの超大国中国には嫌われ，ソ連との

友好関係にのみ一方的に傾斜していった。特に，ベ

トナムがかかえた国境紛争の「究極的解決」として，

ベトナム軍が主力となって行った，「民主カンボジア

＝ポルポト体制」打倒（1979年初め）では，「ポル

ポト体制」の地獄から救われたカンボジア人から感

謝されたものの，以後，中国からは「懲罰としての

軍事行動」を受け，西側諸国から強烈な批判と経済

封鎖，援助の凍結を受けることとなった。またかつ

てアジア，アフリカ，中南米諸国民から，「民族解

放の輝く星」と見なされた時期もあったが，このカ

ンボジア侵攻がきっかけとなって，「非同盟諸国｣の

有力メンバーをはじめ第三世界諸国におけるベトナ

ムの評判も大きく下がってしまった。これ以降国と

してのベトナムは，次々にマイナス･イメージ（経

済政策の失敗，底無しの貧困，近隣諸国へのボート

ピープル流出など）をひきずり，ベトナム国民は，

戦争の傷痕をいやす余裕もないまま，目前の生活苦

からぬけだす事を最大の目標としつつ，その生活苦

と貧困は年々深まるという窮状にある。

今日，ホーチミン市（旧サイゴン）を訪れると，

外国からの商社員，旅行者とまじって，ホテルのロ

ビーなどで，アメリカからの元米兵のグループに出

会う。２０歳前後で「ベトナムでの戦争」に送りこま

れた彼らも，現在でつぶり太った40代。「感傷旅行」

もあるだろうし，かつて戦場で敵味方として戦った

ベトナム人と，当時のことを話し合っている人もい

る。また親類にあたるのか，友人が残した家族なの

か，ベトナム人の母親と混血の子どもを歓待し，今

後の生活やアメリカへの定住のこととか，一所懸命

話しているグループもいる。混血の子どもといって

も，もう10代後半から20代の青年になっており，み

かけはある程度外国人であるが，日常ベトナム語で

暮らしているせいか，英語はたどたどしい。元米兵
しょく

のなかIこは，過去の戦争での晴罪の意識であろうか，

ベトナムの孤児院，小学校，障害者の施設を訪問し，

支援をしている人たちも少なからずいると聞いてい

る。総じてこれら直接かかわった人たちのベトナム

への思いと反省は，体験に根ざしたものだけに，ま

た除隊後も長い時間をかけて考えてきただけに”率

直であり真筆であるように感じた。

ひるがえって日本を考えてみると，1960年代に強

力な反戦運動はあったものの，かかわりが｢間接的」

であっただけに，その後は経済成長＝ビジネスに忙

しく，「ベトナム戦争」という歴史的事件は容易に

風化し，ベトナムの国と人は忘れられ，日本はあの

戦争で稼いだという事実だけが残っているような気

がする。そしていま再び日本の経済活動の対象とし

ての，ベトナム，インドシナがクローズ･アップさ

れる時期がきている。１９９０年代の始まりにあたっ

て，日本とベトナムとの間の人間的な関係が発展す

ることを願い，この「ベトナム特集」の前書きとし

たいと思う。（編集部）
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ベトナムの歴史

はじめに－２つの特徴

最近，「儒教文化圏」「漢字文化圏」という文字を

よく目にする。日本を先頭に，アジアＮ,ESの経済発

展ぶりが注目される中で，脚光をあびてきたキーワ

ードである。確かに日本をはじめ，韓国・台湾．シ

ンガポール・香港は儒教や漢字文化に浴してきた国

々である。ベトナムも，これらの国々と共通した文

化圏に属する。

意外に知られていないが，世界広しといえども，

｢はし（箸)」を使う民族はわずか４つしかない。中国

・日本・朝鮮そしてベトナムである。「はし」の使用

も同じ儒教文化圏の特徴の一つにすぎない。その他

の共通点は，枚挙にいとまがない。伝統行事の旧正

月や中秋節，身分制度の士農工商，官吏登用制度の

科挙制（この制度は日本は含まれない）etc･遊びの

将棋も共通である。日本のルールだけやや違ってい

るが(相手の取駒を何度も使えるなど)，基本は共通

なので，言葉は違っても将棋で立派にコミュニケー

ション可能と言える。

もちろん，こうした文化的習俗的共通点は，他方

で，東アジアの超大国中国の影響を絶えず強いられ

たことを意味する。ベトナムはかって，10世紀以上

にわたって中国の支配下にあった。今世紀の民族解

放闘争においても，中国は欠くことのできない存在

であった。

このような中国との深いかかわりを，ベトナム史

の第一の特徴とすると，もう一つの極立った点は
ナムテイエン

｢南進」と呼ばれる;ものである。ベトナム人は「北の

ランソンから南のカマウまで」という成句を多用す

る。これは，中国国境の山岳地帯から南シナ海に突

き出たカマウ岬まで，ベトナムは南北一つであるこ

とを強調したフレーズである。しかし，ベトナムが

現在のような南北1600キロに及ぶ版図を占めるよう

になったのは，わずかに200年ほど前のことにすぎ

ない。北の大国中国との確執に忙殺されたベトナム

は,他方で絶えず南へ，南へと勢力を拡大していっ

た民族であった。中国からの独立と南進の開始は，

ともに10世紀のことである。

南進による最初の抗争は，海のシルクロードとよ

ジャーナリスト加藤則夫

ばれる海上通商によって，中部一帯に隆盛を誇った

インド系のチャンパとの間におきた。このチャンパ

を事実上の支配下におさめたのは１５世紀後半である。

さらに南下し，メコンデルタに住むカンボジア人勢

力を駆逐し，ほぼ現在の領土を支配したのは，１８世

紀末のことである。

このように，ベトナムの歴史は，北からの圧力を

常時受けながら，南へダイナミックに勢力を伸長し

ていった歴史と言える。

封建時代一日本とのかかわりを重ねて

ベトナム人の愛用句に「ベトナム4000年の歴史」

という言葉がある。歴史の古さは，ベトナム人の誇

りの一つである。もちろん，4000年前の歴史を正確

にたどるのは不可能だが，ベトナム人が北部紅河デ

ルタの稲作とともに発展してきたのはまちがいない。

紅河は，南部のメコン川に比べて治水の大変むずか

しい河と言われている。この荒々しい性格の河との

絶えまない闘いが，ベトナム民族を鍛えたと言う。

現在でも，紅河沿いには等間隔で無数の監視所が置

かれており，洪水対策は最重要施策の一つと言って

よい。いずれにしても，紅河デルター帯の稲作によ

る人口増加が，絶えず南進を図る一つのバネになっ

たと言える。

ベトナムが中国の歴史害に登場するのは，漢の武

帝時代からである。紀元前１１１年，北部ベトナムの

地が中国の郡として編入される。これ以後，千年に

わたって，ベトナムは中国の支配下に入る。

一方，四分五裂を重ねていた中国が７世紀に入っ

て晴・唐によって統一されると，ベトナムを含めた

東アジア世界は一変する。まず地続きの朝鮮は，三

国分立時代から，唐のあと押しによって新羅の統一

が成る。海をへだてた日本ですら，大化改新の断行

によって，中国式律令国家が生れた。他方，ベトナ

ムの場合，ハノイに安南都護府がおかれることにな

った。

ベトナムの中国からの独立は，１０世紀まで待たね

ばならない。しかし，千年にわたる中国従属時代に

おいても，数々の反乱があった。その中で，ベトナ

－３－ Trial＆ErrorNo.９９
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ム人が最も人口Iこ謄炎しているのは，西歴40年のチ

ュン姉妹の反乱である。豪族の娘であるチュン・チ

ャック，チュン・ニに率いられた反乱は北部全土に

広がり，中国は３万余の援軍でかろうじて鎮圧した。

チュン姉妹は，自ら川に身を投じてその生涯を閉じ

たと言う。この非業の死とあいまって，チュン姉妹

に対するベトナム人の敬慕の念は，今もきわめて深

い。ハノイ，ホーチミン市などの中心通りや学校に

冠せられた名前から，深い敬愛の思いの一端がうか

がえる。

939年，幾多の反乱の後，ついにベトナムは中国

から独立をする。これ以後，一時的に中国の大軍に

よる支配を許したことはあっても，フランスの侵略

まで，ベトナムは独立を維持する。間とは言っても，
主な歴代中国王朝は必ずベトナムに大軍をさしむけ

てきた。宋・元・明。清すべてそうである。そのた

びに民族的英雄が登場し，あるいは独立を回復し，

あるいは独立を守る。先にあげたチュン姉妹と同様，

こうした民族的英雄の名は，今も主な都市の中心通

りに見られる。

その一人がチャン・フン・ダオ将軍である。チャ

ン･フン･ダオは蒙古（元）の襲来を撃退した名将

で，民族的英雄の名に恥じない勲功をあげた。１３世

紀の末，蒙古軍は２度にわたって日本を侵遥してい

るが，ベトナムには３回侵略軍を派遣した。その時

の撃退の方法が，今もベトナム人の自慢の程の一つ

である。

まずあらかじめ大きな杭を川底に打ち込む。満潮

時に，わざと戦に敗れたふりをして蒙古の大船団を

上流にさそいこむ。干潮時に逆襲する。400余膿の

大軍も，杭にはばまれ動きがとれなくなって壊滅し

現在も残るホイアンの日本風建物（ピース・ボート提供）

てしまう。

封建時代，蒙古襲来と共に日本とのかかわりが深

いのは，ベトナム中部に今も残る日本人町である。

ベトナム戦争当時，軍都として名を馳せたダナンか

ら車で約一時間の所にホイアンという町がある。そ

のホイァンの中心に今も日本風の家屋が左右に並ぶ

通りがある。初めてその通りに足を踏み込むと，一

瞬わが目を疑う。それほど完壁な形で，かっての日

本人町の雰囲気が濃厚に残されている。

鎖国に至るまで活発な海外交易を行った日本は，

東南アジア各地に日本人町を作った。しかし，今も

その原型をとどめているのは，ホイアンだけと言っ

てよい。ホイアンー帯のベトナム中部は，インド系

の通商国家チャンパの時代から，東西交易の要路で

あった。いわば，代々ベトナムの中で最も外に開か

れた場所の一つである。このホイアンの地で，３月

末日本の研究者も参加して国際シンポジウムが開か

れたが，今，外に向けて開放政策に本腰を入れるベ

トナムにとって，ホイアンでの開催は時宜にかなっ

たものと言えるであろう。

曲フランス侵略までの主な王朝を列記すると以下の通

りである。
リー レー

李1009-1225蕊1428-1789
チヤン グエン

陳1225-1400院1802-1945

カン

フランス植民地時代

東アジア世界を震憾ざせたアヘン戦争は1840年

の事件である。西洋列強の一つ，フランスのベトナ

ム侵略開始は1858年であった。侵略の口実は，時の

院王朝によるカトリック宣教師弾圧である。以後，

院王朝はフランス軍の前に次々と屈服を重ね領土を



失う。

２０世紀に入って，フランスはカンボジアとラオス

を含めインドシナ植民地統治を確立する。もちろん，

その間ベトナム人の抵抗も切れ目なく続いた。王の

臣下の抵抗から始まって，儒者の乱，農民一撲，民

族ブルジョワジーの蜂起と続き，次第に民族抵抗運

動のイニシアチブは，共産主義者の手に握られてい

く。

ここで，ベトナムの民族運動の中で日本と因縁の

深い出来事をいくつか紹介したい。周知のように，

日露戦争(1904-05）における日本の勝利は，西洋支

配にあえぐアジアの人々に強い衝激をあたえた。ベ

トナムも例外ではない。

日露戦争と言えば，ベトナムとの関わりで一つの

エピソードがある。ロシアのバルチック艦隊が，日

本に向けて北上中，最後の休養地としたのがカムラ

ン湾だったと言われている。当時は，閑散とした漁

村にすぎなかったと言う。現在，極東有数の大軍事

基地になっているのと比べると，まさに隔世の感が

ある。

さて話を元に戻すと，日本の日露戦争勝利の刺激

を受けて，ベトナムでは日本への留学運動が起きた。

これを東遊運動と言う。一時その数は，200人を超

えるほどであった。しかし，この運動はフランスの

要請をうけた日本政府の追放令で，あえなく数年で

ついえてしまう。
トン

同時期に，ハノイに日本の慶応義塾Iこならった東
キンギアトウック

京義塾が倉I立される。この私学校も，東遊運動と同

じく民族独立をめざす活動家によるもので，教育活

動を通じて運動の高揚を図った。しかし，この運動

も９カ月の短命で終わってしまう。

ベトナム民族運動の転機となったのは1930年であ

る。この年，インドシナ共産党が誕生する。共産党

は，失敗はしたものの中部において大農民蜂起を指

導し，その存在を誇示した。一方，同じ年，民族ブ

ルジョワジーの中の最大政党国民党が蜂起に失敗し，

党首の逮捕など壊滅的打撃を受けた。以後，ベトナ

ムの民族運動は共産党の主導の下に行われることに

なる。

独立まで－日本の侵略から８月革命へ

かっての太平洋戦争がアジアへの｢侵略｣か｢進出」

かをめぐって，日本の歴史教科書が議論をよんだこ

とは，まだ記憶に新しい。いずれにしても，日本が

加害者であったことは，率直に認めるべきであろう。

ただ，もう一つの側面として，日本の侵略によって，

アジアの植民地における政治的力関係が大きく変化

したことも否定できないであろう。ベトナムの独立

は，この力関係の変化を機敏に読みとり，更には外

部権力の空白の一瞬をあざやかに把えて達成された

ものである。

日本のベトナム進駐は，太平洋戦争の前年の1940

年である。つまり，東南アジアへの戦線拡大に対す

る準備としての侵略であった。太平洋戦争期間を通

じて，この前線への後方補給基地としての役割は変

らなかった。補給優先のため，ベトナムを支配して

いたフランスとの衝突はできるだけ回避し，共同で

統治することをめざした。ベトナムは，この状態を

｢二つの首かせ」と呼ぶ。

こうした日本の政策のため，太平洋戦争中，ベト

ナムが直接の戦場になることはなかった。日本が直

接統治に乗り出すのは，敗戦の年1945年の３月であ

る。日本の敗戦を見越して，フランス側が不隠な動

きに出る可能性がでてきたからである。フランスを

打倒した日本は，院王朝の最後の皇帝バオダイを首

班とするかいらい政府を作り，形だけの独立を認め

た。

日本が敗戦した時のベトナムは，まさに権力の空白

状態であった。日本軍は，言わば放心状態であった。

フランス兵は，監獄に閉じ込められたままであった。

ポツダム会議によって，日本軍の武装解除の任に当

ることになったのは，北部が中国(蒋介石軍)，南部

がイギリスであったが，彼らがベトナムに到着する

のは９月に入ってからである。

共産党に率いられたベトミンは，その一瞬を把え

た。北から南へ，ハノイ（８月19日)，フエ(８月23日)，

サイゴン（８月25日）をいっきに奪取したのである。

そして，９月２日，ホーチミンが独立宣言を読みあげ

て，ベトナムは独立する。ホーチミンの卓抜な指導

性，あるいはベトナムに共産党が大多数のベトナム

人の心を把えた理由，こうした問題は興味つきない

テーマだが，この稿の範囲を超える。

最後に一言だけつけ加えたい事は，敗戦の年，ベ

トナム北部で発生した大量餓死者の事実である。ベ

トナムの発表では，200万人と言われている。これ

は，太平洋戦争下のアジアにおいて，最大規模の犠

性者であった。もちろん，日本軍が直接手を下した

訳ではないが，日本が引き起した戦争下の出来事で

ある。いつまでも記憶にとどめておくべきであろう。

－５－
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●写真家･石川文洋氏に聞く

我が青春の地ベトナム

石川文洋氏は1964年から1986年にかけて，フリー

カメラマンとして，ベトナムに滞在。最前線への従

軍などを通してベトナム戦争を写した写真は，大き

な反響を呼び，日本写真家協会賞，日本雑誌写真記

者協会賞などを受賞しました。終戦後もベトナムに

かかわり続け，幾度も足を運んでいます。今回の記

事は，1987年３月，中国国境のランソンからメコン・

デルタ最南端のミンハイ省までの紀行をまとめた「ベ

トナムロード」（平凡社刊）のなかの文章を中心に，

最近の感懐を付け加えたものです（Ａ､Ｇ)。

高校の同級生より格段に鮮明な兵士たちの面影

「少しずつ人生の方向も見えはじめた」（同書“は

じめに”より)という従軍記者生活は石川さんにとっ

てどんなものだったのでしょうか？

「ベトナムに来て初めて従軍したのが，ビンディン

省で作戦しているサイゴン政府の海兵隊だった。…

…当時私は26歳だった。そして27歳の誕生日を戦場

で迎えた。…･･･小隊長クラスの若い将校は，みんな

私と同じくらいの年齢だった。……彼らとベトナム

ビールのバームイバーを飲んだり，小さな食堂にう

どんを食べにいったりした。みんな親切で，とても

気持ちの良い男たちばかりだった。解放戦線の容疑

者を捕えて拷問したり，農家に火をつける時の彼

らとはまるで別人のようだった。戦争は，ほんとう

に人間を変えてしまうものなのだ。（中略）

日本での私の高校時代，長く一緒に過ごしながら，

顔も名前も思い出せない同級生も多いのに，ベトナ

ム海兵隊の兵士たちのことは，実に細かいところま

で想い出される。やはり同じ世代の兵士と過ごした

ベトナムでの強烈な青春の一時期が，脳裏に焼きつ

いているのだろう」

「いつでもベトナムから離れていける立場の者にと

ってのサイゴンは面白かった。料理はうまいし，カ

チナ通りに並んでいるバーに行けば，美人もたくさ

んいた。砲声が響き，照明弾で明るくなった河畔の

レストランで食事をする時，他の国では感じること

のできない不思議な雰囲気を味わった。緊張感と退

廃とが混然としているような街だった。

従軍から帰って，バーへ酒を飲みにいくと，ベト

戦争の頃､そして今

ナム人を殺している側のアメリカ兵たちも，同じバ

ーでベトナム女性と戯れている。戦場の死傷した肉

親を前にして，農婦が嘆いている風景が目に浮かぶ。

その農婦と同じくらいの年齢の女性がバーで働いて

いる。（中略)時々，東京へ帰っても，一カ月もする

と退屈してベトナムへ戻りたくなった」

「ベトナム戦争を取材中，私が解放戦線と北ベトナ

ムを支持していたのは，ベトナムにおけるアメリカ

の政策と，アメリカ軍の存在を否定していたからで

ある。外国の軍隊が自分の国にいることは，生理的

にきらいである。これは私の故郷である沖縄に米軍

基地があることが，とても受け入れられないという

気持ちと無縁ではない」

「ハノイに初めて入った時の感激も，生涯忘れるこ

とができません。……大勢の人や自動車の騒音につ

つまれたサイゴンとは対照的に，ハノイはびっくり

するほど静かな街でした。北爆下の農村は，ちょう

ど収穫の季節で，農婦たちが黄金色のモミを干して

いる姿があちこちで見られ，若い女性たちが泥にま

みれて，水路の堤防を補修していました。“独立と自

由ほど尊いものはない”というホー・チ・ミンの言

葉の実現を願いながら，激しい爆撃の下で，国を守

ろうとしている人々の姿に深い感動を受けました」

何重にも積み重なる侵略の爪あと

「(ヴィンリン地区の)ホーサーは1965年２月８日，

ジョンソン大統領の北爆全面開始命令で，一番最初

に攻撃された町である。２月８日約50機の戦闘爆撃

機がきて，午後２時から４時半までの間に，すべて

を破壊した。（その後も空爆や砲撃のため)73年に私

たちが取材した時に，街に残っていたのは水道タン

クの４本の柱だけだった。､その時までヴィンリン地

区に落とされた爆弾は約40万トン，人口７万の町に

１人当たり７トン，１平方キロメートル当たり約600

トン，そのほか，砲撃が70万発，１平方キロメート

ルに800発，ということだった。（中略）

（ヴィンリンを含む人口13万人の)ベンハイ県だけ

で，統一後，千人以上の人が不発弾で死亡し，現在

でも毎月２，３名が死傷している。その多くは，畑

や荒野に散在するボール爆弾（ひとつの爆弾から約
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600個の野球ボール大の子爆弾が飛び散り，さらに

その子爆弾から数百個のパチンコの玉大の鋼鉄球が

飛び散る殺傷兵器)によるものだ」

この不発弾による被害は現在もベトナム全土の悩

みの種で，貴重な人命を奪うだけでなく，復興への

意欲を削いでいると言います。石川さん自身，１９７３
ちまみ

年の取材では，不発弾の爆発による血塗れの女性を

見，なおかつ４発のボール爆弾を発見しています。

｢ダナンとフエの間には約500メートルの高さのハイ

バン峠がある。峠にはフランス植民地時代のフラン

ス軍の塑壕があり，これはベトナム戦争中，サイゴ

ン政府軍も使用していた。当時，バスや自動車で何

度か峠を越えたことがあるが，自動小銃をもったサ

イゴン政府軍の兵士が，時々バスを止めて，ベトコ

ンは乗っていないか，と調べている風景を見た。い

ま，そのベトコンが，ベトナム正規軍となって，ハ

イバン峠の塑壕を使用している。……二組のアベッ

クがそれぞれに記念写真を写しあっていた。時代の

流れを感じる」

歴史の染みついた国土を石川さんは，このように

描写しています。

「ベトナム侵略の目的をもって，ダナンに軍艦を入

港させたのはフランスであった。1858年９月１日，

12隻からなるフランス，スペインの連合艦隊がダナ

ン港を占領した。……太平洋戦争での日本軍の仏印

進駐時には，日本の軍艦もダナン港を利用した。そ

して，ベトナム戦争で米軍の本格的介入の戦闘部隊

として，海兵隊が上陸したのもダナンだ」

ベトナムの経済がよくない原因はいくつかありま

す。そのひとつは，フランスの植民地時代の第一次

インドシナ戦争，続いてアメリカとの戦争と，３０年

も続いた後遺症の深さです。人的，物的，精神的と

この間の破壊は私たちの想像を超えています。もう

ひとつは，ベトナム共産党の経済への対応のまずさ

もあります。経済を高めるというのはひとつの才能

だと思います。彼らはアメリカに勝つぐらい戦争に

はがんばったが，経済には素人だったと思います。

しかし，経済発展を妨げている一番の原因は日本

を含めた西側のベトナムへの非協力です。ベトナム

のカンボジア侵攻を理由に，日本政府は援助を凍結

しています。しかしベトナム軍が撤退後も凍結がと

かれていません。日本政府がアメリカ，中国をうか

がう政策を取っているからです。こういった日本の

態度を見ていると，長い戦争で苦しんだベトナム，

カンボジアの人々をどうして助けてあげようという

気持ちを持てないかと，情けなくなります。

さて，ＪＶＣの活動ですが，カンボジアで井戸を掘

っているところを見たことがありますが，その時に，

現地の人々は大変喜んでいました。それは，現地の

人が本当に望んでいることをしたからです。以前，

日本政府のフィリピンのマルコス政権への援助が一

般民衆を助けることができなかったのはよく知られ

ています。

まず，ベトナムでは人々が本当に望んでいるもの

は何かということを，現地で時間をかけて調査する

ことが一番大切だと思います。カンボジアでのワー

クショップでは自動車の修理技術などをカンボジア

人が習い，それがカンボジアに還元されたように，

長い目で見て，ベトナムの人々の役に立つような支

援をしてもらえたら良いと思います。それが何であ

るのか，残念ながら，私には分かりません。どうぞ

よろしくお願いいたします」．

ＪＶＣはベトナムで何をすれば良いのか？

そして，歴史がまた回転しました。石川さんが望

んでいたように，ベトナム軍のカンボジアからの撤

退が完了し，西側諸国の援助が届き始めようとして

います。また，わたしたちＪＶＣもベトナムでのプロ

ジェクトを真剣に検討しています。日本は，そして

ＪＶＣは，戦乱で疲れ，難民流失で衰えた国で何をす

ればいいのでしょうか？1990年春の石川さんの気

持ちをうかがってみました。

「ベトナムの経済は，今，最悪の状態にあると思い

ます。昨年の12月にホー・チ・ミン市に行きました

が，街の様子は，私が住んでいた25年前とあまり変

わっていませんでした。それだけに，なつかしさは

感じられましたが，別の考え方をすれば，２５年間，

発展していないと言えます。隣の国タイのバンコク

が年々大きく変化しているのとは対照的な風景です。

Trial＆ErrorNo.９９



ベトナム訪問レポート

｢戦後｣の終わらない国から

今回，１月２日から９日にかけてホーチミン市（旧

サイゴン）の，特にスラム地区の現状と基礎教育，社

会福祉，技能訓練，医療保健などについて訪問調査

を実施する機会を得た。

おおざっぱではあるが，経済的には次の３点が印

象的であった。まず長期間にわたった民族解放戦争

時の人的物的被災，および，特に「ベトナム軍のカ

ンボジア進攻（1978年末から)｣以後の西側国際社会

によるベトナムに対する「経済封鎖｣，そして国内要

因，経済政策の誤りなどに起因する，累積した貧困

の広さと深さ。街路に居住せざるをえない，大人や

幼い兄弟の姿から，失業や低賃金，家庭の崩壊が浮

かび上がる。

２点目として，にもかかわらず，様々な商業活動

などにともなう，屋台，自転車，人力車，オートバ

イ，車が行きかう市街の交通は，大変なエネルギー

を感じさせた。円やドルに換算すれば，ひとつずつ

の行為は小さな価値，小さな利益と表現されるのか

も知れないが，その活動の総和は人口の稲密度とも

相乗して，大きな勢いとなっている。

３点目に，1990年が｢ベトナム観光年｣として決め

られたこととも関連するが，ここ１，２年，ホテル，

レストラン，カフェを中心に,．「観光」産業が盛り

上がり，建設あるいは改装ラッシュが続いている。

在外ベトナム人(｢ベト信｣)を含む，海外からの投資

と，各ホテルが独立採算に移行したこと，ひろく私

識
ホーチミン市サイゴン河上のフローティングホテル

宿泊費が高すぎて泊り客が少ない

熊岡路矢

企業形態の経営が積極的に認められてきたことによ

っても，この「観光ブーム」は支えられている。

昨年12月にオープンした｢フローティング・ホテル」

(－泊100～150ドル以上)は，このブームの象徴と

して，昼夜を問わず，サイゴン河上にその豪華な姿

を誇示している。なお同ホテルは日本資本の協力に

よって実現した。

現実に私が訪れたのは，上記の観光の華やかさ軽

さと，いわば対極の世界であった。訪問地区は主に

第８区のスラム地域と，ピン・チャン郡の２カ所。

第８区は第４区とともに，運河にはさまれた，主に

スラム地域によって構成される，ホーチミン市内の

最も貧しい区である。

第８区が運営するヒー・ボン(希望)学校は，障害

児のための学校で，昨年11月16日に開校した。最終

的には様々な障害の子供たちを受け入れるよう企画

されているが，現状では耳の不自由な

を受け入れている。同地区では該当の

50人だが，うち23人は家庭の経済事情

人は逆に多少の余裕があり，他の区の

子供たち21人

子供の総数(ま

で通えず，６

授業料が高く，

また設備のより良い学校に通っている。

聴力障害児の為の会話訓練を専門とする，する，チャン・

育を受け，１５

先生である。

用のホースと

具を作り，生

チ・ゴイさんは，自身８年間の特別教

年間以上の実践経験をもつベテランの

特別な設備や器具もないので，水まき

じようごを組み合わせた，会話用の器

徒と対面し，口をあわせ，指先を互いの喉にあてて，

会話訓練をていねいに優しく続けていた。時として

子供とともに鏡に向かって，口の開け

を教えている。

方や舌の位置

設備が貧しいだけに，ゴイ先生をはじめ７人のス

タップ(全員が女性)の，地味ではあるが大事な教育

活動は，創意と工夫に満ちていて感動的であった。

しかも先生の給料は，月に３万～４万ドン（７～９

ドル位）と安く，ほぼ全員が副業を余儀なくされて

いる。

一般の小中学校の先生もまた，教育環境，設備の

貧しさと，自身の生活の苦しさで悩み，意欲を失っ

たり，転職を考えたりしている。第８ 区の26の小学
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ホーチミン市第８区ヒー・ボン（希望)特別学校

(耳の不自由な子供のための学校）食事時間

校，中学校があるが，過去一年間で総計3200人の

スタッフ（うち70％が教師)のうち300人が生活難で

転職していった。

小学校では，１３地区のチャン。グエン・ハン小学

校，１５地区のし。ライ小中学校を訪れた。授業は通

常どこでも，３シフト（午前，午後，夜)で行われ，

前者では午前10クラス400人，午後10クラス450人，

夜間５クラス60人の子供たちが通っている。夜に来

る子供たちは，「ストリート・チルドレン｣で昼間は働

かねばならない子供たち。レ・ライ小中学校では，

午前中1300人の小学生を30人の先生で教え，午後

770人の中学生を36人の先生が教える。ここも夜の

クラスがあり，５０人の子供たちが集まる。こちらの

先生の給料も３万～４万ドンである。

夜間の子供の出席率は平均すれば50％ほどである

が，その日の出来事次第で大きく変わり一定しない

との事。昼のクラスでも，家庭の事』情で仕事を手伝

うため，また栄養状態，健康状態の悪い子供たちが

多いため15％前後の欠席率が報告されている。中に

は昼間から，ビリヤードなどのゲームにふける子も

街角に見た。

なお街でも学校でも，外国語教育としては，英語

が重点となっている。英語教育は，中学校１年生か

ら始まり，レ・ライ学校の場合，週４回で合計３時

間と45分間の授業である。

第８区には唯一職業訓練校があり，自動車エンジ

ン，運転，電気，裁縫，大工，テーラー，塗装，木

工の種目があり，100名ほどの訓練生が学んでいる。

設備は整っていない。オートバイのエンジンのクラ

スでは，技術大学(1984年卒業)で学んだ，グエン・

ゴク・アン先生が教えていた。訓練生の一人，グエ

ン・ヴァン・ズックさん(21歳)は，昨年９月末にカ

ンボジアから帰還した元ベトナム兵。８６年から89年

まで３年間，カンボジアのバッタッンバン県で駐屯

していたとのこと。

ホーチミン市郊外のピン．チャン郡病院など，病

院，保健所，産院も見て歩いたが，ここでも設備や

器具の欠如を訴えられた。歯科の治療の椅子は，理

髪店の中古が使われ，照明には自動車の前照灯が使

われていた。

訪問した診療所・保健所。産院では，診断治療，

予防注射・免疫ワクチンの普及，出産，産前産後の

ケアのほかに，ベトナム政府の｢二人っ子」政策を反

映して，強力な｢家族計画｣活動が実施されている。

女性へのIUD，男！性のパイプカット，その他の避妊

作戦も，一応市街部では成功しているようである。

しかし労働力が求められる農村部では，この「二人

っ子」政策は歓迎されず，無視される傾向にある。

今回，基礎教育，社会福祉，医療保健の現場を見

て，劣悪な環境の中で，社会のために地道に働きつ

づける先生，医師，看護婦，福祉ワーカーの活動を

目の当たりにした。彼ら自身の生活が苦しい。これ

らの人々の仕事の公的な意義を正当に評価し，仕事

の環境設備と生活費の両面で報われるようにしない

限り，かなりの数の人が生活のために，私企業セク

ターへ流れることを止めることはできない。そして

その結果困るのは，子供たちだったり，患者さんだ

ったりするわけである。

現在のベトナムの困窮度の厳しさと，その原因の

かなりの部分が国際的な要因から生じていること，

日本とベトナムおよび｢ベトナム戦争」との歴史的な

かかわりを深く考えると，1990年のこの時点で，普

通の人同士として，何かベトナムの人々を協力支援

できることがあるのではないか，と考え続けた旅で

あった。

し。ライ小中学校英語の授業のあとの遊び時間

－９－
Ｔｒｉａｌ＆ErrorＮｏ．９９



ＪＶＣ会員の皆さんへ

1990年度ベトナムでの復興協力活動（計画案）

｢戦後」の終わらない国からの提案

熊岡路矢

童のための社会訓練活動の環境改善に協力する。

またチャン・グエン・ハン小学校などの物的環境

改善に協力することを通じて，特に夜間学級で行

われている，昼間働く子供たちおよび家庭を失っ

た子供たちに識字・基礎教育を支援する。

(2)病院，保健所および職業訓練所における設備改

善に協力し，公的な活動を担う人々と受益者の双

方を励まし，社会サービス活動能力の向上に貢献

する。

(3)以上の目的を追求することを通して，スラム共

同体および農村部での自律的組織的な自治能力向

上を図る。

内容：

(1)ヒー。ボン特別学校

現地で入手できるもので聴覚訓練に必要な「ラ

ボ｣設備を作っていく。モデルとなる「ラボ｣設備は

既にホーチミン市の他区の特別学校にある。同地

区の児童のうち，経済的事由などで通ってこれな

い23人のために，奨学金，ミニ・バスの提供を行

う。

(2)チャン・グエン・ハン小学校，し。ライ小中学

校の，壊れたまま放置されている教室を直し，１３

地区小学校の運河に沈みかけている一部校舎を陸

地側に移し，再建補修する。

(3)第８区病院／保健所およびピン・チャン郡病院

／保健所に対して，外科・歯科用設備改善に協力

する。（この件に関しては，日本の医療保健専門家

の訪問を実現し，現地で更に調査をす了ずめる予定）

(4)職業訓練所の，バイクなど機械修理（主に男性

背景と状況：1975年，ベトナムは長期にわたった民

族解放戦争に勝利し，念願の平和と南北統一への道

に向かった。しかしこの戦後においても，ベトナム

民衆の生活状態は改善されなかった。政府の経済政

策の失敗など国内要因もあるが，全体としては，長

年の戦争による被災の深さと，西側諸国による経済

制裁／援助停止などの国際的要因によって，現在も

ベトナムの経済は，国民一人当たりの年間所得１００

ドル以下と推定される，「最貧国｣の位置付けとなっ

ている。

ベトナムは，私企業活動の奨励や外国企業の誘致

をふくむ新経済政策の浸透とともに，一部「観光」

や外国企業との合弁にかかわる部分，海外のベトナ

ム人からの送金を受けられる層が，多少経済的に潤

って見える反面，社会の大部分を構成する農村の人

人，町の普通の人々は，極貧に近い耐乏生活を余儀

なくされている。その中で，基礎教育，社会福祉，

医療保健，職業訓練などを担う公務員たちは，社会

の大事な役割を担っているにもかかわらず，活動の

物的環境が貧しいだけでなく，みずからの生活も給

料ではまかなえない環境の中で苦闘している。

ベトナム全体の戦争被災と貧窮度の状態により

さまざまな地域でのさまざまな協力活動が考えられ

るが，今回ホーチミン市で一番貧しいということで

案内された，第８区とピン・チャン郡での協力活動

を開始しつつ，今後の展開を図っていきたい。（「ベ

トナム訪問レポート」を参照して下さい）

目的：

(1)ヒー・ボン特別学校への支援を通じて，障害児
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Ａの小計

Ｂ・東京オフィスでの経費

Ｌ
Ｌ

、
ノ

9,400,000円

3,000,000円

7、、

／、、
．ー

1990年度の予算(案）ンベ省ソ

この提案は，執行委員会での討議と承認を経て，

1990年６月のＪＶＣ総会で討議にかけ，承認が得ら

れた場合には，活動を７月以降から行う予定です。

したがって人件費なども９カ月として提案してあり

ます。

r-、画一

ご邸～_ノ'～、 ホーチミン特別市

ドンナイ省

ロンア

Ａ・プログラム費用

「ラボ」設備製作設置

奨学金(23人）

ミニ・バス

屋上の安全設備

教室の修理(ハン小学校）

教室の修理（し・ライ小中学校）

校舎の移動(13地区小学校）

外科用機械（Ｘ２）［未定］

歯科用機械（Ｘ２）［未定］

工具，教材，ミシン

現地駐在員人件費(9カ月）

~一－－、

一一一､、
､

ﾃｲｴﾉー、
"

ザン省へ一一

350,000円

552,000

1,800,000

150,000

230,000

290,000

1,500,000

1,000,000

1,000,０００

278,000

2,250,000

燃

用）とミシン洋裁(主に女性用）の部門に対して，

工具，教材，ミシンの支援を行う。

活動地：ホーチミン市第８区およびピン・チャン郡

対象者：ヒー・ボン(希望)特別学校（聴覚障害児

童の訓練校)，チャン・グエン・ハン小学校，

レ･ライ小中学校，１３地区小学校，第８区

病院，第８区職業訓練校，ピン・チャン郡

病院

期間：1990年７月から1991年３月末

鍔
、
》

Trial＆ErrorＮｏ．９９1１

●ベトナム難民の帰還プログラムに関する調査

UNHCR(国連難民高等弁務官事務所)との協力関

係による，難民帰還者を対象とした，職業訓練プロ

グラムの可能性を調査する。

参加者：星野，熊岡

1990年３月２６日から４月４日（ハノイ３月２８日

から４月１日）まで

12,400,000円

2,480,000円

Ａ＋Ｂ

Ｃ．以上の20％(運営費へ）

ベトナムは長期にわたる戦争の時代があったとは

いえ，教師，医師，看護婦，技術者など人材養成

のシステムは確立しており，各分野の人材は豊か

であるといえる。外国人でなければできないこと，

教えられないことなどは，例えば大量の専門家・人

材が失われたカンボジアなどに比べると，少ないと

いえる。また長い間の植民地時代および外国の侵略

を受けた歴史をもつため，外国人に対してかなり警

戒心をもっていて，受け入れは一般にあまりよくな

い。したがって特に最初の段階において，日本人の

専門家が現地で長期に滞在活動することは難しい，

と思われる。

Ｄ・総合計（Ａ十Ｂ＋Ｃ） 14,880.000円

蝋
蒸蕊：

電鍵
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トゥーさんのこと

今回のホーチミン市訪問で通訳としてついてくれ

たトゥーさんは，きわめて知的なベトナムの現代女

'性でした。頭の回転が早く，母国語をくつにして５

カ国語（英，仏，西，伊，露）に堪能で，更にドイ

ツ語と日本語を独学中という，「一体この人の頭の

中はどのようになっているのだろうか」と開けて調

べて見たくなるような感じの人です。しかも３年前

まで，音楽家（ピアニスト）としてベトナムおよび

ソ連において，ダン･タイ･ソンなどと共に，最高

レベルの教育と訓練を受けていたとのこと。もっと

も「絵画・デザインなどの視覚芸術と数学やスポー

ツはちょっと苦手」という率直な自己評価を聞いて，

最初圧倒されたこちらも「人間欠点はあるものだな

あ」とつきあう上で少し気が楽になりましたが。

トゥーさんは生粋の「サイゴンっ子」で，生まれ

た年は1954年。いうまでもなく「ディエン・ビエン

・フー」におけるフランス軍のベトナム軍に対する

歴史的な敗北と，その結果としての，フランス撤退

以後について話し合う「ジュネーブ国際会議」があ

った年です。１年後に全国総選挙を行うという前提

で（ただしこの選挙は行われなかった），ベトナム

は17度線において南北に分断されました。ホーチミ

ンを支持する人々は北へ，北の社会主義政権を嫌う

カトリック教徒などは南へ移動しました。

彼女のお父さんは，文学者・詩人として既に民族

解放闘争に参加していたので，トゥーさんをみごも

っているお母さんをおいて，赤ちゃんの顔を一度も

見ることなく，北へ移動して行きました。お母さん

は音楽家（指揮者）として活動を続けていたのです

が，４年後の１９５８年，トゥーさんを母親（トゥーさ

んからは祖母）に預けて，やはりハノイに向かいま

した。ですから彼女は写真以外では両親を知らず，

幼い頃は祖母を母親と思い，大きくなってからは自

分を両親ともに失った「みなしご」であると考えて

いたそうです。

おばあちゃんは気丈な女性で，経済的には厳しか

ったようですが，教育が大事と信じて，トゥーさん

をフランス系の「マリ一・キュリー女学校』に通学

させながら，ピアノの勉強を続けさせました。彼女

熊岡路矢

の少女時代の「南ベトナム」において，1960年代か

ら1970年代前半は，アメリカの影響が強く，その

せいか彼女はクラシック音楽への素養は別として，

エルヴィス・プレスリー以降の「オールディーズ」が

身についていて，鼻歌メドレーで歌えるほどよく知

っています。

いよいよ1975年４月３０日，歴史的な「サイゴン

陥落｣，北ベトナムおよび「南ベトナム解放戦線」

で戦ってきた人々から言えば「サイゴン解放」の日

が来ます。この日20歳の彼女は，両親。家族が勝者

の側にいたはずですが，彼女の安全のためにその事

は長い間隠されていたので，他の多くのサイゴン市

民同様，北ベトナム軍の戦車団の入城とともに「何

が起こるのだろうか」と非常に不安だったそうです。

「解放」の数日後，お父さんの戦友という人が家

を訪ねてきて，お父さんが１９６８年の「テト攻勢」

(解放側がベトナムの新年にしかけた大攻勢。米国

大使館すら一時占拠される）以後行方不明である

こと。もし生きているとすれば，ベトナム南部の刑

務所°収容所のどこかにいるはずということで，そ

の友人とトゥーさんは，「南ベトナム政府」の悪名高

かった政治犯収容所｢虎の椎」＝コンダオ刑務所（南

シナ海の孤島）をふくむ10以上の刑務所を，お父さ

蕊『
蕊 灘

鵜
蕊§
＃
鴬

笠毒､．ａザL

トゥーさん(し印)とベトナムを訪れたJVCスタッフ
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んの写真を持って訪れ捜しまわりました。心身を壊

され，障害者となった多くの収容者を目撃するもの

の，ついに求める人を捜し出すことが出来ませんで

した。最終的にお父さんについては，1968年「テト

攻勢」の作戦中に南部のどこかで倒れたという以上

の情報はえられず，遺体・遺骨はもとより，亡くな

った地域すら不明です。民族解放の英雄のひとりと

して死んだお父さんの詩とエッセイの一部は，現在

中学校の教科書に載っているそうです。

一方お母さんは1975年中にハノイからホーチミン

市（旧サイゴン）にもどり，１７年ぶりに母娘が再会

し，一緒に暮らすことになりました。今家族約10名

(戦争の傷痕を反映してか，大部分は伯母，叔母な

ど女性）と大小５匹の犬が，１９３０年代からの古い

３階建の家に暮らしています。ピアノや古い家具，

盆栽や庭の草花が調和し，質素なたたずまいのなか，

落ち着いて美しい雰囲気をつくっています。おばあ

さんは，厳しかった一生において多くの義務を果たし，

今はテレビで中国やベトナムの時代劇を楽しむ毎日

とか。お母さんはホーチミン市の音楽学院で若い指

揮者養成のため働いています。トゥーさん自身は，

1988年まで5年間モスクワの音楽院でピアニストと

しての修練を積みながら，最終的には自らの音楽家

としての才能に限界を感じ，好きな外国語の知識を

生かせる外交・通訳の分野に転身しました。

民族の運命と個人の生涯が深く絡みあった，ベト

ナムの人々の劇的な生と死。居間の壁に飾られた，

1953年の古くすこしぼけた写真の中から，トゥーさ

んのお父さんは20代後半の年齢から決して老いるこ

となく，今は平和で落ち着いたかのようにみえる，

彼の家族を見守っています。多分ベトナムの他の数

十万の家庭での！情景と同じように。

報告会のお知らせ

カンボジアの10年とベトナムの近況に関しての報告会とベトナムでの活動（

提案を行います。興味のある方は是非ご参加下さい。

日時：1990年５月１８日（金）午後６時半から９時まで

場所：湯島総合センター心0３（814）９２４１

報告内容：①カンボジア難民からカンボジア国内へ/ベトナムは今！

②1990年度ベトナムでの復興協力活動プログラム(案）提案説明

報告者：熊岡路矢（ゲスト・スピーカーを現在交渉中です）

活動者の募集
総会前の執行委員会および’990年６月１０日（日）予定の1990年度総会での討議と

承認を経てからですが，ＪＶＣではベトナムでの復興協力活動を開始する可能'性があり

ます。このﾌﾟログラム（可能性）に関して，現地ベトナムで，あるいは日本国内での

活動に興味のある人を広く公募したいと思います。応募される方は，略歴および活動

に参加したい旨の「動機作文」（４００字３枚程度）を同封して，ＪＶＣ東京事務所まで

お申込み下さい。（５月２０日位までにお願いします。担当：熊岡）

またベトナムにかかわらず，はば広くＪＶＣの海外・国内の活動のいずれかに参加す

る希望のある方々も，この機会にぜひ意志表示して下さい。

や ､6巴詳手‘ｇ＝５
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あてのなかった旅なのに…

１９８９年２月１日，二度目のベトナムへの旅に出か

けた。これといって理由になるほどの理由もない，

あてのない旅の始まりだった。身内には誰も告げず，
●自

後でローンの返済だけがツケにまわってくるという,‘

国外逃亡のような出だしだった。

ベトナム……，もちろんそこにはイメージできる

ものはある。戦争，植民地，枯葉剤，シャム双生児，

南，明るさ，のんびりしたムード，暑さ等。一度目

の旅で僕はベトナムを見ていたが，まだ今も残っ

ている戦争の傷跡，貧しさ，ボロボロの服，ボート

ピープル，明るい子供たちの笑顔，小さな体の美し

い女性たち，南の光線にそよそく風，街中にあるコ

コナッツのなっているヤシの木，これらの印象は決

して軽く頭の中に残っているのではなかった。何か

ズシリとにぶいように重く，また心地よく残っていた。

しかし今回の旅に行く前は，これらのことを

あまり深く考えていなかった。その時，自分にとっ

て大事だったのは，自分の中にあるいろんな迷いや

悩みから，ただ解放されることだけであった。南の

光と風をいつぱいに浴びて，ただその風景の中に没

入し，一体ここはどこで，自分は何者で，さてさて

これからどこに向かおうとしている人間なのか，そ

れさえわからせてくれるような素材を自分に与えて

くれるのならば，後はこちらでうまくやるよ，とい

うぐらいに考えての旅であった。

そんなこんなのベトナムは，えらく場面のとんで

しまう旅だった。このベトナムでは，人がやっぱり

生きていた。ある者は，経済の建て直しから国づく

りに向かい，ある者はとにかく生活の保障されない

ところはごめんだとさっさと国外へ逃げ，そしてま

たある者は，現状はクソったれだがここは自分の生

まれた地だから，今は何とか食いつないでいずれ良

くなる時に備えようとし，そして現状がどうあろう

が私はこの国が好きと，それなりに楽しみながらせ

っせと働きながら生きる者たちが，うじゃうじゃと

いう感じでいた。

しかし何だろうか，この国の底知れぬ奥底から湧

いてくるような力強さは。それも束になって初めて

生みだされるような集団の力ではなく，一人一人の

持つ力強さだ。あんたは死にたいのかどうか知らん

八尾浩幸

少年先鋒隊(ピオニール)の子供たちと筆者(後）

けど俺は生きるからね，というような凄味のある力

強さだ。たとえ人を押しのけても，前へ前へ出よう

としていくようなたくましさを感じる力強さだ。理

屈をこれれば，それもきっと誰でも説明ができる背

景があることぐらい，僕もさすがにわかってはいる

けれど，今はそんな分析はどうでもいいと思ってい

る。

それより，実際その力を持ちえる人々がそこに存

在していて，生きているという事実が問題だ。脳み

そにいっぱいシワがよっていそうな青白い顔は，も

う見飽きた。それより生きているという実感を，胸

いっぱい感じさせてくれるようなものが大切だ。こ

れはエネルギーになる。しかも，どうやら人間もナ

マモノらしい，ということを気づかせてくれる。放

っておけば腐りもするし発酵もするが，自ら生きよ

うと思えば，人に何かしら与えることができるほど

の生き物にもなれるらしい。

長い間，他国の支配を受け続け，やっと悲願の独

立を達成したベトナムは，この15年ほどの間に確か

に変わったが，経済的に発展し安定していくため，

まさに国づ､くりを始めようとしている。本当のベト

ナムとしての自立はこれからなのだろう。それを見

守りながら，結局僕は何ができるのだろうか。

旅を終え，今，サイゴン川の流れが愛しくてしか

たがない。またあのほとりに座ってポカンと景色を

静かに眺めることができる日を，今は楽しみにして

いる。不思議なものだと思う。あてのなかった旅の

はずなのに……。

Trial＆ErrorＮｏ．９９
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．､…騨鳥瀞－…守詩′

｢我が社のベトナム戦争」
川並和子

「お－，お－，朝も早から今日も我が社のベトナム

戦争が始まったわい」と溜息をつく。

ベトナムの公団との合弁で創られた旅行社の，私

は初代日本人駐在員だった。私以外のスタッフは全

てベトナム人である。細かく分けると，北緯17度線

より北の出身者４名，南の出身者４名。

このオフィス，日替りで南北陣営各々から代表が

出て論戦をくりひろげる，通称「我が社のベトナム戦

争」がほとんど日課になっている。その日の｢種｣は，

｢ドライバーのヴェットさんのバックミラー盗難事

件」であった。過日，ヴェットさんは，オフィスの

近くにトヨタハイエースをとめたまま，オフィスの

トイレに飛びこんだ。３分後，バックミラーは既に

消えていた。急激に日本車を輸入しているベトナム。

スペア部品が足りず，修理屋に持ちこめば高値で売

れるため，車のパーツ盗難は日常茶飯事である。日

頃，用心深いヴェットさんは，まさか自分の車から

と涙をためて!悔しがった。

さて問題は，新しいバックミラーの値段である。

社用の車であったから，会社がその代金を負担した。

口火をきったのは，南出身の会計担当者。（ヴェット

さんは北出身）

｢なぜ，もっと安い店で買わなかったの」

北組「ちゃんと何軒もまわって安い店で買った」

南組「兄からもっと安い店があると聞いた」

(彼らは驚くほど物の値段を記憶しており，どこが

安いかも知りつくしている人たちである。

北組「ここ数日でまた値段が上がったんだ」

南組「嘘の領収書を書いてもらって，おつりをご

まかしたんじゃないの」

北組「何をいうんだ」－といった大声でのやり

とりが延々と続く。ころあいをみはからって，私の

出番である。「仕事で－す」と彼らに負けぬ大声で叫

ぶのだ。

この戦争，いくら火種が変わっても，各々の言い

たいことはひとつだけ。「北出身者には，ビジネス

というものがわかっていない。ただ個人の利益を優

先させることばかり」と言う南組。「南出身者は，

国家建設のために奉仕して働こうという意気がなく，

自分の金もうけだけを考えている」という北組。要

するに南組は「経済観念」を，北組は「政治思想」

を武器に，「自分たちの利益ばかり考えるな」とお

互いをたたきあっているのだが－．

後日，盗難に備え番犬を飼うことになった。オフ

ィスから買ったばかりの扇風機が，深夜に盗まれた

ためである。私は即刻，市場で犬を買おうと主張し

たのだが，なんと８人が一団となって，今犬を買う

と縁起が悪いので，来月の頭にしようと言い張る。

こんな点では，一致をみるらしい。

また後日，この犬が病死してしまった。（皆の主

張した縁起のいい日に買ったのに！）同じ日，大切

にしていた鳩が全て逃げてしまった。２０代から40,

50代までのスタッフ全員がまたもや一団となって，

暗い顔になり働こうとしない。「ミミ（犬の名）が

かわいそうだった。不吉だ。私たちの会社がうまく

いかない印ではないだろうか」と，涙を流し皆でな

ぐさめあっている。

丁々発止，何かと言えばものすごいパワーで論戦

し，ちょっと油断すると人の目をごまかして利益を

得ようとするしたたかな面と，驚くほど純真で心侵

しい面と，およそ両立しないようなキャラクターを

自然に合わせもっているのが，ベトナム人なのかも

しれない。

民族の歴史をふり返ると「したたかさ」を身につ

けざるを得なかったのだろうなぁ－と頭ではわかっ

ていても，現実に日々彼らと接していると私の心は

アップダウンをくり返す。「ああ，やっぱり信頼で

きる人たちだ」と思った翌日，「うんにゃ，やっぱ

り信頼できねえ」という具合に。

しかし，実はベトナム人のこの不可思議なキャラ

クターこそ，私がベトナムの中で最も魅かれるとこ

ろである。

－１５－
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詮エチオピアプロジェクトの今後

林達雄

100万人の犠牲者を出したといわれる1984年の大

干ばつと同規模の飢鐘が,今エチオピアに再来しつつ

ある。ところが今回は内戦の渦中にあるため，救援

活動は遅滞し，ＪＶＣも戦時下にあるウォロ州西部の

被災地から昨年１１月に撤退し，首都アディスアベバ

で待機している。エチオピア問題にＮＧＯとして今

後どのように関わっていったらよいのか？３月半ば

から３週間，スーダン，アディスアベバ両サイドを

調査した。

青ナイル流域の被災地

合間をぬって，夜間国境を越えて食糧を被災地へと

運ぶ。最悪の被災地までは，かなりの距離があるた

め容易ではない。またチグレでは，同州内の食糧に

余剰のある地域から買付けを行っている。そのほか

にウォロ，ゴンダール，ゴジャムを対象にするＥＲＯ

やオロモ族を支援するＯＲＡ等あるが，特にＥＲＯな

どは前二者とは比較にならぬ程小さく，夫婦の手内

職のような感じであった。ＲＥＳＴの広報担当の26歳

の女‘性は，アディスの国営放送局でチグレ語ラジオ

放送のアナウンサーをやっていたという。事実に反

する情報を流すことを強要されたため，３年前ゴン

ダール州を徒歩で抜け，スーダンに出てきたそうだ。

明日アディスに行くと私が言うと，ＲＥＳＴの名を決し

て口にしないようにと，心配そうに手を握りしめて

きた。

それぞれのグループのエチオピア人たちは，政治

的見解は若干異にするが，飢鐘に対する見解は同一

で「大量移民を起こさぬように」である。飢えが極

まればスーダンに向けての移動が始まるが，これは

弱者切捨て，多くの人の死を意味する。国境への大

量新難民の到来＝カタストロフィなのである。カタ

ストロフィは２，３カ月に迫ってきたと口ぐちに語る。

１）スーダン側からの救援活動

２月22日，日本からの調査団一行は２つのナイル

川の合流する首都カルツームの空港に降りる。猛暑

を迎える直前の砂塵舞う季節である。旧市街オム

ドゥラマンは1988年の大洪水でほぼ全壊し，今だに

盛土にトタン張りのバラックが並んでいる。「この高

さまで水が来たんだ」流されずに残った鉄製の扉に

つけられた印を，子供たちが得意そうに見せてくれ

る。いうまでもなくこの洪水はエチオピアを水源と

する青ナイルの増水による。森林伐採のために丸裸

となり，保水力を失ったエチオピア高原に降った雨

は表土を削り，激流となって川下のスーダン，エジ

プトへと下る。下流の災害（洪水）は，同時に沃土

と繁栄をもたらしてきた。上流の災害(干ばつ)は，

今また人々の命を奪いつつある。

スーダンには現在約70万人のエチオピア人が生活

している。そのうち35万人が難民キャンプで暮らし，

残りは主に都市で暮らしている。私たちはカルツー

ムに住むエチオピア人のうち10数名と話ができた。

１カ月前アディスから危険を冒して逃げて来たものの，

物価は高いし仕事もないと嘆く元政府軍兵士。援助

団体の世話を受けながら，愚痴を言い合う人々もい

る。その一方で飢えつつある同胞たちを何とか救お

うと，それぞれの解放戦線と結んで救援団体を組織

している人々もいるし，欧州のＮＧＯのスタッフとな

って働いている元気者たちもいる。

エリトリアの救援に当たるＥＲＡやチグレを対象に

したＲＥＳＴが前者の代表格だ。欧州やカナダにもオ

フィスを持ち，多くのＮＧＯから支援を受けている。

彼らはポートスーダンからコンボイを組み，戦火の

カリ

ＲＥＩ

ｋＥ

程援助の流れ

←蕊民の
○被災地

★戦闘地域

程援助の流れ

←蕊民の
○被災地

★戦闘地域
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スーダン側から救援活動を行う団体

エチオピア人による救援組織

ＲＥＳＴチグレ救援協会

ＥＲＡエリトリア救援協会

ＯＲＡオロモ救援協会

ＥＲＯエチオピア救援協会

ＲＥＳＴやＥＲＡを支援する欧米のＮＧＯｓ

ＳＣＦＳａｖｅｔｈｅＣｈｉｌｄｒｅｎＦｕｎｄ

ＭＳＦ国境なき医療団ＯＸＦＡＭ・その他多数

アディスアベバ側から救援活動を行う団体

JRPJointReliefPartnership

（キリスト教系ＮＧＯの集合体）

ＲＲＣエチオピア救援復興委員会

ＷＦＰ世界食糧計画

ＯＸＦＡＭ，ＳＣＦを初めとするＮＧＯｓはエチオピア

内の実働を彼らにまかせ，自分たちはもっぱら資金

援助を行い，時折マスコミを引き連れてモニターに

入っている。

2）ゴジャム（青ナイル上流地域）へ

ＪＶＣ新プロジェクト

調査の結果，スーダン側から特にチグレ，エリト

リアの両州への救援活動がかなり組織的に行われて

いるのがわかった。それに対してアディス側からはど

うだろう。数十のＮＧＯのほとんどが，北部への救

援の道が開くことを待っている。

ＪＶＣではスーダン側からもアディス側からも，協力

の手の入っていない干ばつ被災地，ゴジャム州西部の

調査を３月５日開始した。ゴジャムは周囲900kｍ

を青ナイルに囲まれた州で，全体的には肥沃でエチ

オピア人の主食テフの産地である。だが青ナイル峡

谷に面した低地斜面は，浸食が進み，土地は痩せ，

周期的な干ばつの被害を受けやすい。

私たちはアディスから北西265kｍ地点にある国道沿

いの町ビチェナから尾根づたいに25kｍ入って，テ

ーブル台地の端に立った。そこからのナイルの眺め

は，水量こそ少ないが，スーダンで見たものよりず

っと雄大で，人を寄せつけぬ厳しさがある。下りは

ともかく，帰路の上りを考えると覚‘悟がいるのだ。

標高にして600ｍ程下ったゴーバスウハ村で村人

たちの話を聞く。昨年大雨季の雨不足のためテフは

ほんんど収穫されず，ソルガムのみがわずかにとれ

た。また今年に入ってから降った雨のためにいなご

が発生し，被害が増大している。今は山羊を売って

食いつないでいるが，村を出て西へ移動せざるをえ

ない。最近食べるもののなくなった母子が村を去っ

て行った。水汲み用の素焼の壷を焼いている女性に

家の中を見せてもらうが，囲炉裏と粉挽き台がある

だけで，がらんとしている。食べ物がある形跡がな

い。いまだに乳をしゃぶる３歳の子を抱き，そのほ

かに４人の子供がいるというのに，この26歳の母親

の笑顔は屈託がない。こんな出会いがあるからこの

仕事がやめられない。こんな人の力になれないかと

考えてしまう。

この付近の水場を調べると１カ所しかない。かな

り深い泉で大きな水壷を満たすのが容易ではない。

また家畜も飲みに来るので，糞がごろごろしていて

衛生的とは言い難い。台地の上の村も水には困って

いるようだ。昨日見た光景だが，道のわきで'0歳ぐ

らいの子供がアルミ製の鍋で穴を掘っている。灰色

の粘土をかき出しては５歳ぐらいの弟に渡し，捨て

てもらっている。（次ページの写真参照）どのくらい

時間がかかったのか分からないが，２ｍ程の深さに

なると，穴の底からじわじわと水が湧いてくる。こ

の水が溜るのを待って，母親が汲みに来る。ナイル

流域にありながら，なぜ水に困るのか不思議に思わ

れるかもしれない。青ナイルは確かに近くを流れて

いるが，峡谷の一番底を流れているため利用できな

いのである。

この調査の結果ＪＶＣは，ゴジャム西部で緊急救援

活動を開始することを決定した。食糧配布，衛生的

な水場の確保と母子に対する保健栄養教育である。

いままでウォロ州マーシャ村のプロジェクトで活動

してきたスタッフがゴジャムに集結し，最終調査を

行っている。食糧が入手でき次第４月には本格的活

動が始まる。

おわりに

国家という枠組みに捉えられた内戦はあまりにも

周囲の国々の利権にふりまわされやすく，たとえ人

民のために始まったにせよ，結局は人々の生命，生

活は後回しにされてゆくようである。こうした問題

に国家間組織はほとんど無力であり，国家を超えた

存在であるＮＧＯのみが可能性を秘めている。エチオ

ピア問題に関わるすべてのＮＧＯが,個々バラバラに

人道主義を唱えてばかりいないで，一同に会して具

体的な方策を練れば，内戦を調停してゆくことすら

可能ではないだろうか。これは具体的な救援活動と

ともに私たちに課せられた宿題である。

－１７－
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エチオピアで見たこと

寿賀一仁

エリトリアやチグレでは，昨年の干ばつのため400

万人をこえる人々が，飢餓の危機に瀕しており，そ

の規模は1984年。８５年を上回るといわれている。し

かしながら内戦のために，援助物資は必要を大きく

下回る量しか確保されていない。その上アディス・ア

ベバからの援助ルートは閉ざされ，スーダンからの

ルートもエチオピア政府軍からの爆撃を避けるため

に輸送は深夜にしかできず，その量は非常に限られ

ている。干ばつの原因だけではなく援助の面でも，飢

餓は人災の様を呈してきている。

また，内戦の側面からエリトリア，チグレが注目

を集めるにつれ，内戦のはざまで忘れられている地

域が生まれてきている。今回のゴジャムなどは，ま

さにそういったスポットのひとつである。これらの

地域はいずれも，今はまだ大丈夫である。しかし，

２，３カ月後にはどうであろうか。手持ちの穀物を

食べ尽くし，今年のための種も食べ尽くし，家畜を

売り，そして……｡次の収穫は12月，それも今年の

雨季が順調に来ての話である。それは，余りに遠い。

私は決して最悪の状態に出会ったわけではない。

それは国境の難民キャンプでもゴジャム東部の村で

も同じだ。人々の表情は明るく健康で，衣服も食糧

もまだ持っていた。しかし彼らの姿には，「あの写

真」が常に二重映しになっていた。日本でいやとい

うほど見てきた「あの写真」が。

今回の調査はある意味で，自分の想像力を試され

る旅であったといえる。十数時間のフライトの末，

初めて来たアディス・アベバの街は，小雨の中，緑に

包まれていた。市場には穀物や野菜，果物があふれ

ていた。「これがあのエチオピアか」正直な私の感

想である。

砂漠の中，９時間のドライブの末，初めて訪れた

難民キャンプ。きれいに並んだ土壁の家々とテント。

整った病院と市場。はしゃぎ回る子供たち。「これ
●●

があの難民キャンプか」

険しい山道を２時間下ってたどり着いたテーブル

台地下の村。緑がある。水場がある。黒々とした

肥えた土の畑。家の前を歩き回る元気な家畜。「こ
●●

れがあのエチオピアか」 私が今回，ゴジャム東部での緊急援助のため，エ

チオピアにしばらく残ることを決めたのは，彼らに

対する同情や使命感のためではない。「あの写真」

から目をそらさずに，自分の村で生きていこうとす

る人々の気持に動かされたからだ。政治と自然環境

の中で痛めつけられつつも，明るさを失わない人々

の笑顔に魅かれたからだ。

私はスペシャリストではない。まずは，彼らとの

生活に，共同作業に没入することからはじめている。

没入するなかから，何かが見えてくるにちがいない。

それでも人々は，はっきりと感じていた。「あの

写真」の世界を。

難民キャンプで，ゴジャムの村で。難民となった

彼らが，村の人々が。そして我々と同じＮＧＯの人

間が，２カ月後か，それとも３カ月後か。

激しくなる一方の内戦のため，エチオピア北部の

'情報は，なかなか入ってこない。しかしそれ故にこ

そ，はっきりと感じていた。silentdroughtsilent

starvation(静かなる干ばつ，静かなる飢餓）を。

1８
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生きるための農業 サクーン村の試み

パイ・ソイサクラン

（タイ・ブリラム県サクーン村，村長）

３月５日から８日まで京都で開催された「アジアＮＧＯフォーラム」出席のため，ＪＶＣのカウンターパー

トであるタイのパイ村長が来日した。フォーラムでの日程をこなしたあとさらに一週間滞在し，福岡正信

氏(1)，小泉英政氏(2)，金子美登氏(3)などを訪問した。

フォーラムではＮＧＯ関係者に，ＪＩＣＡ研修センターにおいては外務省やJICAの役人に，そしてJVCの事

務所で，松山の講演会で，各農家で，パイ村長は東北タイでの「豊かに生きるための農業」の推進について

話すとともに，日本の政府・企業が，タイ政府・企業と結託してタイの農村を疲弊させていることについて，

するどく抗議した。その声を真筆に受け止め，今後私たち一人ひとりはなにをすべきか，重い課題が残った。

以下は，パイ村長の話を要約したものである。

サクーン村と私

サクーン村は約60年前，３つの地方から移ってき

た人たちが核となってできた新しい村である(4)。私

の両親はマハーサラカム県から新天地を求めてやっ

てきた。臨月だった母は，サクーンにたどりついた

その日に私を産んだ。当時，村の周りには豊かな森

があったので，米と綿や桑などを栽培するだけで食

べる物には困らず，生活は豊かであった。

１４歳で小学校を卒業(5)した私は，学問を続けたい

と望んでいたが，兄弟も多く，家族からは働くこと

を期待されていた。そこで，２年間牛飼いの牛追い

として働き，普通の牛追いの倍の牛の世話を引き受

けて，牛２頭を報酬として家族にもたらし，その後

'6歳のとき学問のできるところ，つまりお寺に見習

い僧として入った。２０歳になると見習い僧から僧と

なり，引き続き勉学に励み，若い僧の教育にも従事

した。

当時，サクーン村は荒れていた。ならず者が幅を

きかせ，村での博打，深酒乱闘，強盗などが日常茶

飯となっていた。このまま放っておけば，子供たち

注：

(1)愛媛県伊予市在住の自然農法提唱・実践者。自然農法

はｲ､ンド，タイ，フィリピンなどでも実践されており，福

岡氏は行き詰まった近代農業からの救世主として広く知ら

れている。

(2)成田空港建設に反対して1971年から三里塚に入り，

73年に強制代執行を受けた農民，小泉よれの養子となった。

空港の第二期工事予定用地内に住み，化学肥料，農薬を使

わない野菜の共同出荷を続けている。

(3)埼玉県比企郡在住。化学肥料，農薬を使わない農業を

続けるとともに，国内外から研修生を常時多数受け入れて

育成している。数年まえからゴルフ場建設反対・リゾート

の未来はないと思い，私は約10年の僧院生活に別れ
げんぞく

をつげて還俗し，しばらくしてラー（妻）の親や寺

の師に望まれ結婚した。当時は村長からしてならず

者で，いくつかの派が抗争を繰り返していたが，私

は誠意を持って彼らに対応した。ある者は改心し，

ある者は逃げるように村を出て行った。1965年，私

はみんなに推されて村長になった。

村づくりに着手

村を開発するためには，まず村人を開発しなけれ

ばなにもできない。幸い私にはお互いに信頼して開

発を推進できる小学校の教師と，寺の僧侶がいたの

で彼らと協力分担して，青少年や村人の教育から着

手した。昔話を引用したり，自分で工夫したりして

人間開発に努めた。たとえば，ある日私はパパイヤ

の木に穴をあけ蜂蜜を塗りつけた。蜂がやってきて

そこに巣を作り忙しく働き始めたところで，別の木

の枝に鶏の頭をくくりつけた。腐った鶏の頭は臭気

を放ち，たちまち蝿でまっ黒になった。

これらを確認してから，私は村人を集めた。「蜂

法反対運動にも忙しい。

(4)東北タイでは，伝統的に村の戸数が増えて飽和状態に

なったと感じると，パイオニアが未耕地を探しに旅だち，

見つかると他の人たちも呼んで新しい村を作る習慣が続い

ていた。現在では未耕地は消滅した。

(5)当時の小学校は４年制。パイ村長のように入学・卒業

の年齢もまちまちだった。

(6)北部，東北部のラオ系の人たちは，通常は蒸したもち

米を主食としている。近年は電化に続く炊飯器の普及など

により，夕食にはうるち米を食べる家庭もでてきている。

－１９－
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結果，借金のかたに農地を手放したり，乾季にな

るとバンコクに出稼ぎに行かねばならなくなった。

私はこれらの状況を見るにつけ，政府のいいなりの

農業では農民は殺されてしまうと考えるようになっ

た。まず農民が食べるために農業をなんとかしなく

てはならなかった。

1984年のある夕方，私は村人を村から１キロほ

ど離れた共有地に集め，ここに桑の木を植えようで

はないかと提案した。共有地を開墾することは法律

に触れる。私はいざというときには全責任を負って

逮捕される覚'悟でいた。みなが賛成し，次の日から

手に手に鍬やシャベルを持って集まり，５日後には

大きな木を残して72ヘクタールの土地を整備した。

たくさんの近隣の村の人たちが手伝いに集まり，差

し入れも続いた。一時は政府との間に緊張もあった

が，最終的には逮捕されるどころか，桑の木を無償

で提供してくれた。この土地は0.16ヘクタールにつ

き年40バーツで村人に貸し出し，賃貸料はすべて

｢村の基金」に入れることにした。今，蚕は１年に４

回繭を作り，村人は繭を売り，緋の反物に仕上げて

大きな収益を上げている。

この頃，ＮＧＯを知った。彼らの企画でいろいろ

な地域の開発の事例を見たり，意見を交換すること

ができ，サクーン村開発のための大きなヒントを得

た。言葉より実行，さっそく私は村で一番貧しく，

乞食までしている農家７軒を誘って，それぞれの田

んぽの片隅に池を掘り始めた。最初は私の妻でさえ

も，「収穫が減るのに，なぜ田に池を掘るの」と不

服そうだった。乾季の土は固い。岩のような土を息
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はなIこをしているのだろう」。村人は蜂が一生懸命

働いて家を作り，子供を育て社会を構成しているの

を見てとった。しかも，蜂の作る蜜はとびきりおい

しくて役にたつ。

「蝿はなにをしているのだろう」。蝿は家も作らず，

仕事もせず，腐ったものに集まって無秩序に騒ぎ嫌

われるだけだ。「みんなどちらが好きか？」と問う

と誰もが蜂と答えた。「蜂がこんなに見事な社会を

作っているのだから，我々もがんばろうではないか｣。

村人は，こうしてみんなが協力しなくては村の開

発はできないことを学んでいった。私は村人を17の

グループに分け，お互いに助け合い，刺激しあって

開発できるようにした。毎晩集まって，なにをすれ

ばいいかみんなで話し合った。

まず，小学校を建設をしようということになった。

サクーン村には小学校がなく，お寺の一部を教室と

して使わせてもらっていた。自分たちで材木を集め

たが足りない。そこで伝統的な寄

付の方法にしたがって定期的にひ

と握りずつの米を「村の基金」に

喜捨してもらった。その米を売っ

て基金を増やし，５年後に小学校

を建設することができた。このよ

うにして，「村の基金」でお寺の

建物を建て，各戸に水がめ，便所

などを作った。

政府はうるち米(6)，ジュート，

砂糖きび，キャッサバなどの輸出

用換金作物の栽培を奨励した。耕

地拡大のため森林が切り払われて

自然の恵は失われ，農家では種や

化学肥料などの購入費がかさんで

借金に苦しむようになった。その



子と２人で掘るのに何カ月もかかった。

雨季たけなわのある日，私は池を掘った田んぼに

妻を案内した。池に網を打って妻に引かせると，網

には食べきれないほどの魚がかかった。私は，驚い

たり喜んだりしている妻に，池の水が雨季には水田

にも溢れ，魚の糞が稲の肥料となること，稲につく

虫は魚に食べられてしまうため，肥料いらずで稲の

成育がすばらしいことなどを説明した。掘った土で

築いた土手にはマンゴーやバナナなどの果樹，スパ

イスや野菜，薬草などもよく育ち，雨季だけではな

く乾季にも池の水を利用していろいろなものを植え

られるようになった。

女はおしゃべりだ。妻があちこちで私の田んぼの

池のことを話すので，この農業は村のみんなに注目

され，次の年には池を掘る農家が100軒に広がった。

私の家でも別の田に，今度は妻と娘も加わって４人

で７カ月掘り続けてもっと大きな池を作った。３年

目には201所帯のサクーン村で165軒の農家が池を

掘り，現在では近隣11力村にまで広がっている。鶏，

アヒル，豚，牛，水牛などの飼育も以前より盛んに

なり，糞が肥料として役立っている。

日本の進出が村を破壊させる

サクーン村は豊かになり，出稼ぎもほとんどなく

なったが，タイ農村全体のおかれている状況は憂慮

にたえない。東北は干ばつにあえぎ，南部は水害に

見まわれ，中部は農薬づけ，バンコクは人と車の洪

水で人の住む空間とは言えず，北部ではエイズに苦

しめられている。東北タイでは，以前には５年に１

度の割合で干ばつがあったが，今ではキャッサバな

ど商品作物の栽培のため，森を開墾し尽くしたせい

か５年間干ばつが続きっぱなしだ。

「東北タイ緑化（グリーン･イサン)」のキャンペ

ーンは誰のためのキャンペーンであろうか。緑化と

いっても大規模植林のほとんどはユーカリである。

タイにおけるユーカリ植林は日本のパルプの大量需

要によって火がつけられた。タイ政府が軍まで投入

して植林を推進しようとする陰に，タイ企業と合弁

した日本の企業があり，日本政府がある。タイ最大

のユーカリ会社「スンフアセン」は日本の企業と提

携して48,000ヘクタールの植林を推進するとともに

世界一のパルプ工場を建設しようとしているが，植

林予定地には森林保護区域や既存の村などが含まれ

ている。また，王子製紙をはじめとする日本の大手

製紙業15社とタイ企業の合弁会社「タイ・ユーカリ

資源」はなんと300,000ヘクタールもの植林を計画

している。その背後で日本政府機関であるJ,ＣＡ(日

本国際協力事業団）はユーカリ植林による弊害を覆

い隠そうと画策することに余念がなく，ＯＤＡで輸送

や輸出に支障がないよう，道路や港湾の整備を推進

している。

たくさんの村人が大企業のユーカリ植林のため長年

住み'慣れた村を追われようとしている。「東北タイ

緑化」がそこに生活している人たちのための緑化で

ないことは確実だ。ほんの少ししか残っていない自

然保護林をも切り倒し，伐採を目的とした生態系の

回復とはほど遠い単一樹林の植林を続けると，東北

タイはいったいどうなるのであろうか。虫に強いユ

ーカリには赤アリさえつかない。虫がいなければ，

人より精勤に植林し生態系の回復に寄与している烏

が来ることもなく，自然は衰弱せざるをえない。

タイ･日合弁企業による，東北タイー帯での牛，

水牛の買い占めも進んでいる。サクーン村でも，ひ

ところ400頭以上いた牛が半分に減った。これには

タイ･日両政府もからんでいる。なぜなら，牛や水

牛が減った村に，政府の開発委員がトラクターの購

入をもちかけてくるからだ。サクーン村以外の村に

はトラクターが普及し始めた。トラクターは糞をし

ないので，続いて化学肥料の売り込みが始まる。ト

ラクターも化学肥料も日本の会社が作っているもの

だ。彼らは耕起に必要な牛や水牛を肉として売って

儲け，トラクターや化学肥料を売って二重に儲けて

いる。

タイ・日合弁企業による，工場用地としての土地

の買い占めも進んでいる。ラオス国内やメコン川に

数十カ所にもおよぶダム建設の計画があるが，日本

はこれでまた一儲けしようという算段だ。ラオスの

自然を破壊して作られるダムからの電力や水のほと

んどはタイに送られるのであろう。それを利用して

工場経営するために，今から早手回しに土地を買い

占めておこうというのだ。もうたくさんだ。食べて

も食べても満腹することを知らない日本政府と企業，

それと結託して儲けようとするタイ政府と企業。も

う，一歩たりとも私たちの庭に入って来ないで欲し

い。私たちは私たちの手で，利潤追求だけではない

新しい社会を作るから，邪魔をするのはやめて欲し

い。（翻訳・文書－岩崎美佐子）
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日本の開発教育（２） ＪＶＣ執行委員

東和大学国際教育研究所教授

室靖

４章学校教育における開発教育

どこの国でも開発教育は，正規の学校教育（for‐

maleducation）と，学校外の教育（outofschool

edu6ationあるいはnon-formaleducation）一わ

が国で「社会教育」と呼ばれているもの－の両方

でおこなわれる。本章ではこのうち前者について，

わが国の現状を報告する。

前章(３－１）で述べたように，開発教育に関する

限り日本は欧米諸国に比べて著しく遅れているが，

この遅れは特に学校教育の面で目立っている。それ

には日本の学校教育体制全体の性格が大きく関係し

ている。

４－１中央集権的な学校教育制度

明治時代に近代的な学校制度が確立して以来，わ

が国では常に文部省が教育の普及。振興に責任をも

ってきた。第２次大戦後，教育の地方分権が制度化

し，各地方自治体に教育委員会が設けられるように

なった現在でも，小・中・高校各段階のカリキュラ

ム（教科群）を決定するのは文部省であり，地方教

育委員会ではない。文部省はまた，各教科ごとに詳

細な内容の「学校指導要領」を編集し，各学校に示

している注(1)。児童。生徒が学校で使う教科書の内

容は学習指導要項に従って編集され，しかも必ず文

部省の検定を受けなければならない。文部省が編集

する学習指導要領は理論的には一つの「参考資料」

にすぎないはずであるが，中央依存の伝統がきわめ

て強いわが国では事実上「強制力」をもっている。

このような集権的な学校教育制度のもとでは，文

部省当局者が開発教育に積極的な関心を示さない限

り，個々の学校教育のなかに開発教育が導入される

ことは難しい。ところが，先に述べたように(３－１)，

文部省はこれまで開発教育について積極的に理解を

示してこなかった注(2)。

注(1)日本とちがって民主主義とともに教育の地方分権

が確立している国では，中央政府が「学習指導要

領」に当るものを作ることはない。アメリカ，カ

ナダ，また第２次大戦後のドイツでは，教育は州

政府の責任である。イギリスにいたっては，教育

の分担はさらに徹底しており，学校で何をどう教

えるかは郡や市の教育局ないし学校長の裁量にま

かされてきた。

注(2)但し，文部省の付属機関である国立教育研究所の

金谷敏郎主任研究員（開発教育協議会理事）のイ

ニシャティブで，1983年同研究所のなかに「開発

教育カリキュラム研究会」が作られたことは，一

つの新しい動きとして注目される。

４－２学校教育の偏向

開発教育は，開発の遅れた諸国に住む人々の問題

を理解し，共感を覚えるような市民を育てることを

目標にする。いいかえれば，開発教育の理念は利他

主義的な（altruistic）価値観にもとづいている。不

幸にして，現在日本の学校教育を支配しているのは，

進学のための過度の競争主義である。現に多くの教

師にとって最大の課題は，自分が教えている子供を

どれだけ多く有名な学校に進学させるかに他ならな

い。また自分の子供の学業成績だけを心配する親達

は，子供を勉強にかりたてることに懸命になってい

る。このような教育環境のもとで確実に育つものは

－たとえ親や教師が意図したものでないにしても－

子供の利己的性格に他ならない。過度の競争主義に

毒された現在の日本の学校教育は，同時に子供一

つまり将来市民一の視野の拡大をさまたげ，想像

力の芽を摘み取り，他人への共感や同情心を育てよ

うはずがない。現に子供にとって本来は仲間である

べき級友は，競争相手以外の何ものでもないといっ

た状況である。

このような教育環境一それは社会の価値観の反

映でもあるが－のもとでは，海の彼方の国の問題

に興味や関心をもち，そこに住んでいる貧しい人間

への共感を育てようという開発教育は，そうでなく

ても忙しい学校教師にとっては，新しい負担である

だけでなく，受験教育にとって無用の邪魔物でしか

ない。要するに，過度の競争主義に偏向している日

Ｔｒｉａｌ＆ErrorＮｏ．９９
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本の学校教育は，開発教育にとってはきわめて不毛

な環境となっている。

４－３非国際的な高等教育

日本の開発教育の遅れをもたらしているもう一つ

の要因は高等教育の非国際性にもとめられる。現在

わが国ではおびただしい数の大学が小・中･高校の

教師を養成しているが，開発教育の指導者を養成す

るようなコースをもっている大学は，事実上見当た

らない注(1)。開発教育の教師を養成する場がないだ

けではない。６００を超えるといわれるわが国の大学

のなかで，「南北問題」あるいは「開発」について本

格的な講座を置いているところされない注(2)。その

ため，開発問題の本格的な研究を志ざす日本人は欧

米の大学や大学付設の研究機関に留学する他ないの

が現状である。

わが国の高等教育機関の保守的な性格と，小・中

・高校レベルの学校における開発教育の不振の間に

は「ニワトリと卵」の関係が見られる。高校以下の

学校で開発教育の重要性が認められない限り，大学

側に開発教育の指導者を養成する動機は生まれない。

一方，大学教育が保守的な教師陣によって運営され

る限り，開発教育の指導者は育たないからである。

注(1)しいて求めれば，筑波大学大学院の地域研究学科

の一部（東南アジア研究，あるいはラテンアメリ

カ研究）と環境科学研究学科の卒業生のなかに，

潜在的な開発教育者の候補がいるかもしれない。

注(2)もっとも，筑波大学，上智大学，帝塚山学院大学，

亜細亜大学，明治学院大学，東京農業大学などの

様に，経済学部や政治学部のなかに，「国際経済｣，

｢国際関係論」等の名で，開発に関係する講義が

行われている場合はある。なお，最近では大学生

のなかに卒業論文のテーマとして「開発教育」を

とりあげようとする者が少しずつ増えてきている

ようである。

４－４学校教育の中での開発教育の例

以上述べてきたように，日本の学校教育体制は開

発教育の普及・振興にとって良い環境にはないが，

そのなかで開発教育一あるいはそれに近い教育一

を行っているいくつかの実例がある。

まず，「ユニセフ募金」に参加している6800の学

校(小学校約5200,中学校約1100,高等学校約500）

をあげることができる。先に述べたように（１－２)，

UNICEFは開発教育の振興に特に熱心な国連機関で

あるが，わが国では日本ユニセフ協会が児童・生徒

を対象にＵＮＩＣＥＦのための募金活動を行うと同時

に，すぐれた教育資料を作って開発教育の普及に力

をいれてきた。ユニセフ募金に参加している学校グ

ループのうち，日本ユニセフ協会所有の開発教育用

資料を活用している学校の数は約2000校といわれ

ている。

次にUNESCOが1953年から推進してきた「国際

理解教育」に協力してきた学校群がある。ＵＮＥＳＣＯ

が始めた国際理解教育は初期のうちはどちらかとい

うと先進諸国間での相互理解に重点がおかれていた。

しかし，その後開発途上諸国の数が急速に増えてき

たことから，UNESCOは1974年の総会で，それま

で推進してきた国際理解教育の概念を見直し，新し

く「国際理解，国際協力，国際平和，人権，基本的

自由に関する教育」（略号「国際教育｣)という，より

広い概念の教育の推進について決議を採択した。そ

れ以来「国際(理解)教育」には，広い意味での開発

教育の要素が加わるようになった。現在わが国には

(社)日本ユネスコ協会連盟の技術的・財政的支援を

うけて国際理解教育の実践を行っている「ユネス

コ共同学校」が23校(小学校３，中学校11,高等学

校９）が存在しているが，そのなかには「国際理解

教育」の名で特に開発途上諸国の問題をとりあげよ

うとする学校が少なくない。その意味では「国際理

解教育」と「開発教育」が融合してきたともいえ

る注(1)。

－２３－
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一方，数のうえではまだ限られているが，最近で

は開発教育そのものの概念をはっきりと把握し，積

極的に実践する学校や教師も現われるようになって

いる。この現象は特に私学の面で顕著にみられる。

どこの国でもそうであるが，わが国でも新しい理念

をもつ教育の実践は，まず私立の教育機関から始ま

る。特に公教育関係者の間に文部省への依存傾向が

強い日本の場合，文部省当局者自身が関心を示さな

いできた開発教育を公立の学校がとりあげることは

容易でない。その点，私立学校では教師の創意を生

かした教育実践を試みることが可能である。特に，

初等教育から高等教育までを通して行う私立の学園

の場合，入試準備に無用な努力を必要とすることが

少ないだけ，新しい教育理念を実現しやすい。この

ことは，「入試に役立たない」開発教育の実践にと

って好ましい条件である。いずれにしても，わが国

の場合開発教育の導入のうえで私立の学校が果たし

うる先駆的な役割は大きいといえる。

注(1)以前から「国際理解教育」という用語を使いなれ

てきた学校教育者たちの間には，「開発教育」と

いう新しい用語への違和感がある。そのためわが

国では後者を前者の一種と捉える傾向が強くみら

れる。

5章学校教育外での開発教育

わが国の場合，開発教育活動は学校のなかでより

も，むしろ学校教育外での方が活発である，といえ

る。学校外一すなわち社会教育一として開発教

育にかかわっているところとしては，開発教育その

ものを進めるＮＧＯｓを初め，第３世界諸国で直接開

発協力活動を展開しているＮＧＯｓ（開発協力ＮＧＯs)，

青少年団体，婦人団体，各種の市民グループ°，さら

にマスコミ機関などをあげることができる。

５－１開発教育を志向するＮＧＯｓ

欧米諸国に比べるとかなりスタートが遅れている

が，わが国でも最近アジアを中心とする第３世界に

対する市民の関心が高まってきたことを反映して，

広い意味で開発教育にかかわるＮＣＯＳが急速に増え

てきている。ＮＧＯ活動推進センター(JANIC：Japan‐

eseNGOCenterforlnternationalCoOperation）

が1988年３月刊行した「ＮＧＯダイレクトリー」には，

開発教育を志向するＮＧＯｓが約40収録されている。

その殆どは小規模のＮＧＯであり，社会的な影響力

も限られているが，中には４章（４－４）で紹介した

日本ユニセフ協会，日本ユネスコ協会連盟をはじめ，

国際協力推進協会や，ハンガー・プロジェクト（The

H1mgerProjectJapan），日本ＹＭＣＡ同盟，アジ

ア太平洋資料センター，熱帯林行動ネットワークな

ど，国際的なネットワークを有し社会的に影響力を

もっているＮＧＯも存在している。

これらのＮＧＯの開発教育思想は，先述の３章（３

－２）で述べた異なった思想を反映しており，時に

は互いに対立する傾向さえみられる。わが国の開発

教育界を代表するＮＧＯとして1982年に組織された

｢開発教育協議会｣の目的の一つは，異なった思想に

立つ開発教育ＮＧＯの間での思想交換の場を提供す

ることにあった。しかしながら協議会には上述のよ

うな有力な開発教育ＮＧＯｓで会員になっていないと

ころもあり，この目的は充分に達成されているとは

いえないのが現状である。

５－２開発協力ＮＧＯｓ

第３世界で直接開発協力活動に参加しているＮＧＯｓ

の多くは，同時に日本国内で開発教育と呼べる活動

を展開している。海外での協力活動をつづけるため

に国内で推進する募金活動には，常に教育。！情報の

側面がともなうからである。その場合直接途卜国に

出かけて働くＮＧＯの要員一ボランティアや専門

家一は，途上国がかかえている貧困をはじめ低開

発の現実を直接経験して帰国する。ＮＧＯが国内で

おこなう募金活動に際して最も効果を発揮するのは

そのような生きた体験のフィードバックである。そ

の意味でＮＧＯが海外に送り出した協力要員は，開

発教育者の貴重な潜在的リソースである注(1)。

しかしながら，開発協力ＮＧＯが募金活動の一環

としておこなう情報。教育活動は，先に２－１で触

れた第１世代の開発教育以上のものになり難い，と

いう限界がある。一般市民の善意に訴えるためには，

第３世界の悲'惨さを強調しなければならないからで

ある。例えば，「餓えのため手足がハリガネのよう

に細く，腹部だけが異常に膨らんだ子供」の写真は，

善意の市民の心情に訴えるうえで直接効果がある注(2)。

開発協力の経験を積んだＮＧＯの人々は，途卜国

の民衆を苦しめている飢餓や貧困の根源的要因を理

解しているはずであり，従って第２世代の開発教育

Trial＆ErrorＮｏ．９９
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（２－２）や第３世代の開発教育（２－３）の必要も充

分認識しているはずである注(3)。しかし，そのよう

な志向の開発教育は同時に募金にとって効果がなく

なるものであると理解される。開発協力ＮＧＯが開

発教育を行う上で非常に難しい点であると思われる。

の国で継続的にワークキャンプを組織してきた

名古屋ＹＭＣＡやとちぎＹＭＣＡをはじめ，日本

の青年にアジアの農村地域の実態を学ばせるた

めのスタディ・ツアーや，アジア諸国で農村開

発に取り組んでいる若い活動家を招いて日本の

青年との交流事業を行うＮＧＯも現われてい

る注(')。

注(1)例えば南方圏交流センター（鹿児島市)，北海道

国際交流センター（函館市）等。

注(1)同じことは青年海外協力隊（ＪＯＣＶ：Japan

OverseasCooperationVolunteers）の帰国隊

員についてもいえよう。

注(2)事実1984～85年に先進諸国で展開されたアフリカ

の飢餓救援キャンペーンでは，テレビを通じてこ

の種の映像を伝えることによって大きな成功をお

さめた。

注(3)この点に関して付言しておきたいことがある。近

年途卜諸国のなかに自国の貧しい住民の生活向上

を目指す土着のＮＧＯが次々と育って来たことか

ら，先進国側の開発協力ＮＧＯの役割が改めて見

直されつつあるということである。すなわち先進

国のＮＧＯが従来途上国で実施してきた低開発プ

ロジェクトは，現地側のＮＧＯの手にまかせ，自

らは先進国の市民を対象に第２世代や第３世代の

開発教育の推進に努力すべきである，という思想

がしだいに主流を占めるよりになっている。いい

かえれば，先進国のＮＧＯにとって重要なことは，

一方的な開発協力よりも，自国の市民へむけての

開発教育活動である，という主張が急速にきかれ

るようになったということである。

５－３－２３－２女性グループ

わが国の場合，社会教育としての開発教育の

推進の上で女性グループの潜在的な役割はきわ

めて大きいといえる。一般的に言って第３世界

諸国においては男性に比べて女性の地位は低く，

女'性は家庭の内外でしばしば過酷な労働を強い

られ，悲'惨な生活をしていることが多い。一方，

今だに男性中心主義(malechauvinism)の傾向

が強い日本においても，女性の社会的な役割は

まだ限られている。女'性が弱い立場に置かれて

いるという点で，日本と発展途上諸国の女性の

間に共通の問題がある。

また，開発教育は第３世界諸国に住んでいる

貧しい人間への関心から始まるとも言える。と

ころが「会社人間」になって毎日の仕事に追わ

れるわが国の男性の社会的・国際的な視野はど

うしても狭くなる。これに対して女性には世界

的な問題を考えるだけの広い視野をもつ余裕が

ある。特に女'性の教育的水準が高まってきた日

本では，女'性がグループをつくって社会的な活

動をする現象が次第に現われている。具体的な

例としては，アジア諸国で抑圧と貧困に苦しん

でいる女性の立場に立って，日本国内で教育・

啓蒙活動を行っている「アジアの女たちの会」

(松井やより代表)をあげることができる。いず

れにしても，人口の半分を占める女性に焦点を

置く開発教育運動が女性グループの手で展開さ

れることの意味はきわめて大きいというべきで

ある。

（次号につづく）

５－３その他のＮＧＯｓ

学校教育の外で開発教育に関心をもっているＮＧＯｓ

としては，以上の二つのＮＧＯダﾙｰﾌﾟ以外に青少年

団体，婦人団体，さらに労働団体組合や生活協同組

合などがあげることができる。いずれも本来はそれ

ぞれ別の目的を追及するために生まれたＮＧＯである

が，最近では広い意味での開発教育にも関心を持つ

ようになったものがある。

５－３－１青少年団体

直接ないし間接的に開発教育にかかわってい

る代表的な青少年団体としては，中央青少年団

体連絡協議会（中青連)，日本青年奉仕協会

（ＪＹＶＡ：JapanYouthVolunteersAssocia‐

ｔｉｏｎ），日本ＹＭＣＡ同盟などがある。中青連と

ＪＹＶＡは毎年アジア諸国から青年指導者を招い

て，わが国の青年との交流をはかっている。ま

た日本ＹＭＣＡ同盟はわが国の開発教育協議会

の発足以来その事務局の役割りを担ってきた。

一方地域的な青年団体としては，特定のアジア
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10年間支えてくださってありがとうございました

３月１７日（土)東京築地本願寺において，ＪＶＣ創

立10周年を記念して｢感謝の夕べ」が催されました。

インドシナ難民救援のため，バンコクでＪＶＣが誕生

してこの２月で満十年を迎え，これを機に今までの

多大なご協力に対しての感謝の意を表わし，あわせ

てこれからのご支援をお願いしたいと企画されたも

のです。

私も当日朝から準備の手伝いのため参加して，ク

ローク係を受け持ちましたが，人の多さもさること

ながら様々な顔ぶれに驚いてしまいました。来賓で

お呼びした浄土真宗本願寺派のご門主大谷様，エチ

オピア大使，ソマリア大使代理，朝日新聞社の伊藤

氏，ＭＳＦ（国境なき医療団）代表のシャロン氏，タ

イ・サクーン村のパイ村長，ラオス・女性同盟生活

改善普及員養成学校校長のカモンさん，そして全国

から駆けつけて来てくださったＯＢやボランティア

の方々など，250名が集い，いろいろな国の言葉が

往き交いました。また子供たちはここで友達になっ

て会場内を手をつなぎ合って歩くなど，とてもにぎ

やかで和やかな雰囲気に終始包まれていました。

当日はボランティアの方々による，手作りの現地

食が供され，会場に設けられた各プロジェクトのコ

ーナーでは，現地での活動を紹介するパネルの展示

やコーヒーセレモニーなどが催されました。また別

室では，ＪＶＣの歴史のスライドやMSFの活動紹介の

ビデオが上映され，ロビーでは各国の手作りの民芸

品の即売も行われました。

乾杯の音頭をとって下さった初代ＪＶＣ代表，川口

氏の「このように多くの結びつきを与えてくれた

JVCに感謝」の言葉が，私の心の中に響きました。

私自身JVCの活動に参加してまだ３カ月余り。ＪＶＣ

がこの10年頑張ってやってきた功績を前にして，そ

の空白を埋めるには少したじろいでしまいます。こ

れからのＪＶＣの活動の中に，私はどのような足跡を

残していけるだろうかと自分に問い直す一日でもあ

りました。（JVC神奈川ボランティア脇谷勢津子）
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特 別顧問星野昌子

カモンさん（ラオス女性同盟）
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いく人や，数回にわたってギャラリーに足を運ぶ人

もいた。

今回の催しは，布の展示と販売の期間が分かれて

いて，宣伝の中心が展示の方に置かれていた事もあ

り，売り上げは今一つであったが，ラオスの布の知

名度を高め，広く関心を巻き起こす事については，

大きな効果があったと思う。ただその関心の内容に

ついては様々だった。布を通してラオスという国の

文化に，純粋に関心を持ってくれる人ばかりとは限

らないからだ。あらゆる物を商品として捉えてしま

う傾向のある今の日本では，この展覧会でラオスの

秀れた布の存在を広める事が，ラオスにおいて現在

進んでいる貴重な織布の流出に拍車をかけることに

(JVCがラオスで布を購入した事も含めて）影響を

与えるのではないかという疑問も残る。ただでさえ，

日本がラオスに対して一方的に与えている影響力の

大きさは，日本人自身にはなかなか自覚しにくい。

しかし逆にそれ故に，そのような日本とラオスの不

均衡な関係を改善していくのに，文化の本当の価値

を知り，広めていく事は，相手への関心・理解や敬

意を深める上で欠かせない事であると思う。

今回の展覧会を通して，ラオスとの間に対等でよ

り良い関係を築いていく事の困難さを痛感させられ

た。しかし同時に，共に準備に携わってきた仲間や

在日ラオス人たちとの関わりを通して，大きなやり

がいも感じる事ができた。今後はその関わりを土台

にして，より良い形でラオスとつながっていく道を

模索していきたい。

（ＪＶＣボランティア岩間邦夫）
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ラオスの織物が教えてくれたこと

日本の人にラオスの秀れた織物文化を紹介し，そ

の評価を通じてラオスの人たちに，あらためて自分

たちの文化に誇りを持ってもらい，継承していって

くれる事を目的とした「ラオス幻の布展」がＪＶＣ創

立10周年記念事業の一環として，表参道のギャラリ

ー「ＩＫＡＴ」との共催で，この３月１２日から21日の間

開かれた。

この期間，布は展示のみに限られたが，展覧会に

先がけて，３月２日から６日間催された「ラオス・

フェア」では，ラオスという国全体を紹介するため

のパネル展示やスライドの映写等と，布の販売も行

われた。また特別企画として，在日ラオス人による

伝統舞踊や民族楽器の演奏，ラオス料理の販売等も

行われた。舞踊を披露してくれたラオス人と観客が

一緒になって踊ったり，民族楽器について盛んにラ

オス人に質問する人がいたり，ラオス料理も飛ぶよ

うに売れた。大勢の人に，日本にはまだ馴染みの薄

いラオスの文化に親しんでもらう事ができたと思うｃ

しかし何といってもラオスの布に対する反響は予

想以上のものがあり，関西方面や遠く北海道からも

開催に関する問い合わせが相次いだ。ギャラリーの

主催者・柳清子さんの言った「一枚の布を見ている

と，そこに文化や歴史が全部織り込まれていて，小

説を読んでいるような楽しみがある」という言葉を

裏づけるように，何時間もかけてじっくり布を見て

蕊謹驚蕊叢雲蕊震鱗露麓驚霧葵塞塞蕊塞蕊蕊

Trial＆ErrorＮｏ．９９
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第８回JVC会員総会開催のお知らせ

日時：1990年６月１０日（日）午後１時～４時

場所：東京都婦人情報センター（〒162東京都新宿区神楽河岸２１－１セントラルプラザ15Ｆ）

詳しくは，同封の案内をご参照ください。
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岡村達司さん・雷牟田浩美さんﾊﾟﾅﾆｺﾑﾍ
●４月からタイのパナニコムキャンプへ日本語教師として赴任する岡村

さんは，ＪＶＣ神奈川で１年半ボランティアとして活動してきました。主

な活動は横浜のポート・ウォークだったそうですが,それ以外にも色々

な仕事を手伝っていました。岡村さんはJVC神奈川のスタッフだとばか

り思っていた私は，ボランティアときいてびっくりしました。

以前，岩崎さん（JVC代表)が｢生き方としてボランティアを選択する

ことは難しい」と何かに書いていましたが，私にとっては，岡村さんの

ようにＪＶＣと関わるのはなかなか勇気のいることなのではないかなと思

ってしまうのです。ＪＶＣにはそういう人がたくさんいるので，岡村さん

も「そんな大げさなことじゃないよ」と言いそうですが。

今回タイへ行くことについては，「これからＪＶＣと関わっていく上で，

最初の現場経験」と言う岡村さんでした。

●それまでは普通にお勤めをしていたのですが，以前から現場で働いて

みたいと思っていた蘭牟田さんは，ＪＶＣの日本語教師の話を聞いて早速

応募したそうです。

パナニコムでの抱負は，「日本語教師としては，日本へ来る難民の人

達が少しでも早くこちらの生活になじむための足がかりとなるようにが

んばりたい。そして，個人的には色々な国の色々な人に会って，こだわ

りとか気負いとかをなくして自分の場所をみつけたい」ということでし

た。繭牟田さんは29歳とは思えないとても笑顔の素敵な人でした。

これから１年間タイでがんばって下さい。

清水俊弘さん

Ｔｒｉａｌ＆ErrorＮｏ．９９

カオイダンから神奈川オフィスへ

●'87年10月から２年間，タイのカオイダン(カンボジア難民キャンプ）

のスタッフとして赴任していた清水さんが帰国しました。清水さんは，

４月からＪＶＣ神奈川の山口さんがアフリカ担当として東京事務所に移る

ので，その後任として，来月から横浜・産貿センターの神奈川オフィス

に勤務することになりました。

向こうにいて感じたことは？「う－ん，（人間て）みんな同じなんだなと

思ったよ」同じってどんな風に？どんな時に？もっと具体的に知りたい

と思ったのですが，それを言葉で説明するのは難しいようです。これか

らの抱負は？というと「抱負はね…，なし」と全く困った清水さんです。

でもきっと『不言実行」と言いたかったのでしょう。

その日清水さんは，岡村さん達の事前研修で，タイ国境近くの難民に

ついて地図を書きながらとても丁寧に説明をしていたのですが，私も横

にいて学校の講義より勉強になるなと思わず聞き入ってしまいました。

山口さんに代わって，ＪＶＣ神奈川をよろしくお願いします。

（金成邦子）

－２８－



ＪＶＣプロジエクト

活動地名

東京本部

神奈川県

<ＪＶＣ神奈川）

日本国内

エチオピアエチオピア

<束ゴジャム州）
I崇誤チェ･ﾅ.

震 動内容

渉外，事業計画，資金調達，ボランティア調整，会計，

総務，情報収集および広報等。

機関誌『ドライアル。アンド・エラ』発行。

ＪＶＣ説明会…毎月第１ノ;曜日午後６時～８時

毎月第２，４土曜日午後２時～４時

神奈;１１県剤における渉外，事業計画，情報収集，資金

調達等を行う。

神奈川県および県内の市民団体との共同事業の企凹，

運営。

●定住難民プロジェクト

３jil5H，東京都町田市にある真光寺[:j学校で卒業

生200名に対して，カンボジア少年コン・ブンティ…

ぐんと小野豪大が，カンボジア国やカンボジア難民
について講演した。特に，ブンティーーくんの体験談

には，みんな静かに聞き入っていた。

●東金農場

自給用の野菜を作っている。

東金で走直通勤をしている,‘さかさま農園”や山武ボ
ランティア協会などと，毎月１同勉強会を行っている。

●干ばつ被災地調査

ＪＶＣでは２月中旬～３月中旬にかけて，東ゴジャ
ム州青ナイル川流域の低地を，３回にわたって調査
した。

主要作物であるテフ，ソルガム，メイズの昨年の

収穫は，干ばつ，霜，イナゴの被害によりほぼ全
滅。

貯蔵食糧では，最高で１カ月程度しかもたない。
既に家畜を手放した者，食を求めて移動した家族，
自生する捕物の根を食べてかろうじて生きのびて
いる人々もいる。

…２ﾉjに政府機関から・部の被災者に対して，食糧

配給がなされたが，救援活動が継続される可能性
はない。

以上の結果をふまえて，ＪＶＣでは４ﾉｊより食糧配
給を[11心とする緊急救援活動を開始するため，現在

準備中である。

●総合的復興促進（マーシャ村）

内戦のた必昨年11月より中断している。

－２９－

1990年３月25日現在

支援団体

全国社会福祉協

議会

ジャパン･タイムス

神奈川県福祉部

禅林寺龍華会基
金，ケアハウス

さくら苑

チャリティーカ
レンダー

ＣＲＤＡ，ＷＦｒ，

犬養道了・みど
り一本連動，モ
ラロジーＭＩＲＣ，
東京グリーン・

ウォ・ク，西本
願寺，チャリテ

ィ・サイクル，

'rreeforIife

の会，市部善意

銀行，朝口新聞
厚生文化班業団，
毎Ｈ新聞社会文
化事業団
チ寺リティーカ

レンダー

担当者

岩崎駿介（代表）

林達雄（事務局長）

熊岡路矢，星野昌子，
前川昌代，鴇田皇芳，

加藤志保，岩崎美佐子，
富安光子，池島下津子，
鈴木由子，富安庸太郎，
アイネス・バスカビル

山口誠史，清水俊弘

小野豪大，他約60人

松岡美奈･子

東金市民有志

鈴木直喜，山田盛，

江原浩昭，江原広美。

田尻真由美，イエットベ

ルク，ソ"ロモン，バレタ，
ダニエル，エシャトー，

トーマス，シュクール

寿賀…仁，アリ，アビエ

Ｔｒｉａｌ＆ErrorＮｏ．９９



活動地名

ソマリア

マガネイ・キャンプ

（ゲド・郡＞

ハルバ・キャンプ

（ゲド･-郡）

ジャララクシ・キ

ヤンプ

(陰ラン郡）

カンボジア

カンポット県

プノンペン

カンダール県

Trial＆ErrorＮｏ．９９

活 動内容

治安は回復しつつに見えたか，ついにＪＶＣの車も襲
撃を受けた。幸い'惨事にはいたらなかった。

●農業による自立促進

乾期の終盤になり，灼熱，砂じんの!;々が続いてい

る。この時期，瀧減の必要をヒシヒシと感じる。

ＵＮＩICRとソマリア政府による難民の再登録がす

すみ,農場の難民(農民＞も進路を決めつつある。

約２fE間，厳しい状況の中で頑張ってきた金子と中

野が任期を終え，ソマリアを離れた。

●農業による自立促進

100ｈａの新農場の建設は，終盤に入った。‐方，初
めに建設した農場では，以前より改誇されたものの，
雫ねぎやとうもろこしなどの単・商品作物栽培を
行っている者がいまだにいる。農業技術者の船川が
その改善に奮闘している。

●サンタピエップ技術学校／ワークショップ

国上を復興するため物資の国内輸送を担う公共輸送
機関の役割を重視し①ワ・クショップの設立②スペ
アパーツ。オイル｡。：貝・投備の供給③自動車整備
士の養成を初期の目標として，1986年にこの蜘業を
開始した。運輸省自動車輸送公牡が現地の実施機関
となり，ＪＶＣは自動車整備の教官を派遣した。
輸送公社は現在539台の;､ラックを持ち，内103台
が日本製。従来11本製トラックのスペアパーツは全
面的に《ｙＶＣが調達していたがｈ現地政府も最近よう
やく自分たちで耽入できるようになってきた。
当初より訓練を受けてきたのは，ワ
配属された輸送公社の職員が巾心。

・・クショップに

他に孤児などを

ＪＶＣが奨学金を出して研修能として受け入れている。
現在生徒・スタッフ合計で42名･
訓練では．実習をかねたトラックの修理と並行して
自動車工学などの知識を繰り返し教えている。
第三期は今年９月より始まる。それに向けて，カリ
キュラムの整備，カンボジア語の教材・教科書の準
備を急いでいる。また，今までの教室は騒音が激し
いため，新たに教室棟を建設する。|可時に，訓練の
効果を高めるため旋盛などの機械類や工具を揃え，
実習のスケジュールに間に合うようスペァパーツを
調達する。以上が1990年度の主な目標である。

●ＲＩＮＥ（ライン）プログラム〔母子保健活動〕
９月から11月にかけて断続的に１ケ月間の村の助産
婦卒後研修を行った。この研修から，母親カー．ドを
使用し始め，村の助産婦は妊娠の異常を早期に発見
できる‘ｋう研修を受けた。次は伝統的産婆の１週間
の訓練を計画している。

１２ﾉ｣にプノ

査を行った
ンペン郡16力村で，村の一般的な実態調

。これは村レベルでの保健活動を行うた’
めの基礎資料となる。

１１月末よりプノンペン郡病院・ＲＩＮＥセンター敷地
内で，小規模ながらFoodProductionを始めた。
今のところ野菜畑だけであるが，今後，魚の養殖，
養鶏と進めていく予定である．作物は入院患者の食
事，ＲＩＮＥの補助給食に使いたい。
●井戸掘り・給水

1990年からこの活動はＯＸＦＡＭ・Ｉ』ＷＳ・ＪＶＣと農
業省水利局との共同事業となった。７県とプノンペン
市で，今年90本の井戸が掘られる計画である。ＪＶＣ
はこのうち，１５木の井戸伽りを援助する。どこに掘
るかを決めるため，県の水禾1局と交渉を始める。

－３０－

支援Ｎｉ体

ＵＮＨＣ歴，

･仏国ｔをつくる

う会

ＵＮＩIＣＲ

Ｒ､1.-Ｊａｐａｎ

創価学会青年平

和会議，モラロ
ジーＭＩＲＣ，立

正佼成会，口距

労速，西木願寺，
普興寺ダーナ蕪

金，高岡寺族青
年会，覚法寺，
:.チャリティ・

ウオー･クかなが

わ-,，毎日新聞

大阪社会事業団，
国際ソロプチミ
スト千代田，明
るい社会づくり

連動神奈Ⅱ:県協

議会，浄-1宗東

京教区青年会，
和平基金，国際
保健協力市民の

会（ＳＨ八ＲＥ〉
仏教救援センタ

ー，四日市商業

高校，日蓮宗宗
務院，横浜市
Filt界ふれあい

キャンペーーン~，
:お告げのフラ

ンシスコ姉妹会｣，

[11部善意銀行，
､カンボジア会..，
チャリティーカ

レンダー，堺市
ロータリークラブ，
副本ボ・イスカ

ウト広島第20回

今日本仏教青年

会，カリタス･ジ
ャパン，『第１回

チャリティー･コ

ンサーート」，我

孫子｢ムダの会」

真虹苑，字武蔵
野市１００周年キ

担当者

磯円厚了，シアッド，

ムハボ，

アオキ，アブディナサル，

こし，ラシット

船Ⅲ秀夫，シ,エクリ

モハメッド

古西男，馬清，

杉江.美子，本橋栄
L現地の実施・調整機関

と_Lな担当者一

(運輸省）

国際局

メアス・サ･メット

ロ動車輸送公社

タック・カン

ワー‐クショップ

アム・・ディェン

ゲット・ソーン
カム・ボラ

(保健省母子保健局）

アン・サルン医師

カンダ･･ル県

保健萎貝会

ニム・ニ巽ム医師

プノンペン郡

保健堺務所
サム・サルン医師

母子保健活動

トゥイ・カッ
マ､ソ･サモン

(農業省水利局）

テ・アヴ・キム

井戸掘り活動

ホック・セタ

ソー・サリン

ヤンペーン募金」



活動地名

|タイー
パン コク事務所

カォイダン

(カンボジア

難民キャンプ）

パナニコム

(第二4国定住待ち

キャンプ）

地域開発(ＣＤ）

(バンコク茄内の

スラム地区）

(ブリラム県の

Ｍ村）

1.乏之ス：
／ヴィエンチャ、
ン県

ボーリー・カ

ムサイ県

（カンムアン県ノ

活動内容

①総務，会計，資金調達

②各機関<国連，タイ政府，日本大使館，各国民間援
助団体）及び東京事務所，ラオス・カンプチアを含
む，各プロジェクトとの連絡調整
③情報収集，広報活動④在タイ日本人との連絡調整

３月12日～１４日，サンカブリ付近の難民（モン族，カ
レン族>を視察。２月11日にスリーーパゴダパスがビ

ルマ軍に占拠されて以来,付近に住んでいた約６０００
人が難民とな診ている。

モラロジ・研究所（ＭＩＲ()）の援助で．カンボジア

国境にあるタイ被災村の井戸の修理を始める。

●西崎憲司記念技術学校

バンタッI､から先生，生徒とも無事に到着したが，
南部のソクサンキャンプからも堆徒の応募があり，

その調整のため新学期の開始は３凡12日に遅らせて
スタートした。現注の唯徒数は536人。

また次の学期より，難民の本国帰還に向けて卒業生
を対象とした短期発展コーースを開始する。

●日本語学校

･日本定住予定者へのプ宙グラム

①隅本語教育②日本文化・習慣の紹介

③渡航準備オリエンテーション

・ラオス難民36名の日本出発が４月９Ｈと決まった。

今{:I;のラオスの生徒を対象に３月12コよりＦ生活オ
リエンテーションプログラム」を始めた。生活場面を

設定し，視聴覚教材を使い授業を行った。

①目的地へ行く

②アパートの生活と稗慣
③電話をかける

などのテ・マを毎週凡曜Ｆ１から木曜日の午後の時間

を使って通常の授業と､Z行して行・た。

●奨学金プロジェクト

中学へ進学するかどうかチェックするため児翫の家

庭を訪問した。
●クロントイ図書館

サムロ・ン地区，Ｌｏｃｋ６の図書の入れ替えを行った。
●農村開発

農村でのﾉけf堀りの可能性を模索している。
農村にある森林を保護するため，鉄条網を張る計凹
を立てている(，

●その他

リラ・クンノー宙ンは３ﾉ]末日をもってＪＶＣを離れる。
３劇19日から30fjまで今泉がパナニコムで研修した。

●生活改善指導員養成プロジェクト

第・・向養成．・・スの卒業生は，生活改詳指導員とし

て出身地域で母子保健を中心とした普及活動を展開
している。また地方の普及活動の拠点として計画し

た，式つの母子センターの建設も順調に進んでいる。

現在，ＪＶＣのスタッフは，地方の指導員を巡回して
激励する・方，４月に始まる農業コーースの準備にあ

たっている。この準備の・環として２〃の初め，農
業:]･-スのラオス人誰師を対象に，東北タイの農村
で２週間のスタディ･‐・ツアーーを行った。このツア､‐

で，東北タイの農民が，農業の近代化の過程で生じ
た環境破壊，借金の累積，消者の都市への流出等の
問題にどのように対処し克服していったかを学ぶこ
とができた。ラオスの農村も将来'４じょうな問題を

かかえることになるだろう。

－３１－

支援団体

全国社会福祉協

議会

電力総連

ＵＮＨＣＲ，

ＳＶ(Stichting
Vluchteling）

Ｒ､1.-Ｊａｐａｎ

モラロジーーＭＩＲＣ，

ＴｒｅＧｆｏｒｌｉｆｅ

の会，雄勝町町
内寺院会，国際
ソロプチミスト

駿河，ＪＯＦＩＣ，
からし種，チャ
リティーカレン

グー．

ＵＮＤＰ，

ＵＮＩＦＥＭ，

庭野平和財団，

新潟愛の架け橋
バザー，Ｈ産労

迎，ギャラリー

イカット，聖ヨ

ゼフと人ホーム

堺ロータリ・・・

クラブ，老人ホ
・・ム犬寿荘，難
民と地球の緑を

考える会，グル

ープ・カンガル

・・，ベネフィッ

担当者

ポンピモン，カモン，

人石道子，チャタヴァテ

主婦ボランティア15名

ソムヨット・ラタナタム，

スティ・ネップラコン，

井本勝幸，井本美奈

竹村雅義，熊沢ゆり，

チャワリット・ドゥヮンポム

坂井真紀子

コメン・スンスマン分

リラ・クンナロン，

サムルアイ・

ジョンヨークラン，

今泉恵

谷山博史，北詰秋乃，
原田恵津子

トコンサート，ＪＯＣＶ，

ﾁｬﾘﾃｨー ･･ｶﾚﾝﾀ゙ ｰ

Trial＆ErrorＮｏ．９９
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発行日1990年４月20日発行(毎月20日発行)通巻99号

1982年８月１６日第三種郵便物認可

レベトナムに生まれ生きるということは大変なことだ。で

あればこそ，国内で生き抜いている人に共感と関心を持つ。
また過去をそれも仮定で考えるのは無意味なことだが，

｢もし」かつてこの国が，フランスやアメリカに容易に負け

ていたら，今の世の中（世界）は，「大国主義」がはびこる
という意味でもっとつまらないものになっていたであろう。
(熊岡）

しＴ／Ｅの編集を任されて４カ月。４月から前川さんが子

連れで復帰する。私はいよいよ現場（タイＣＤ）で活動でき

ることになった。どこまで柔軟になれるか，私の価値感を

白紙にできるか。自分の可能性に挑戦したい。（池島）

ＪＶＣの活動とその目的に御理解を

しみなさまの募金が支えるＪＶＣの活動一救援活動をより充

実させるため，以下の募金をお願いしています。なお募金の

20％をＪＶＣの運営経費に充当させていただいています。

Ａ・アフリカ難民救援募金（３月小計10,000円）アフリ

カの難民・飢餓民への救援プロジェクトに使われます。

Ｂ･グリーン・フォー・アフリカ募金（３月小計169,750円）

アフリカの土壌回復，農業，植林等に使われます。

Ｃ・インドシナ難民救援募金（３月小計12,000円）タイ国

内にある各難民キャンプのプロジェクト費にあてられます。

Ｄ､カンボジア募金（３月小計23,000円）カンボ

ジア国内の復興のために使われます。

Ｅ・タイ・スラム募金（３月小計88,000円）バンコ

ク市内のスラムにおける生活向上のためのプロジェクト及

び図書活動に使われます。

Ｆ､スラムの子供奨学金。基金（３月小計725,000円）バンコ

ク市内のスラムの子供達が学校へ通う費用を援助します。

Ｇ・タイ農村募金（３月小計3,000円）タイの

農村開発のために使われます。

Ｈ・定住難民募金（３月小計5,000円）定住難

民のための日本語教材費と家庭教師の交通費に使われます。

１．ＪＶＣ運営経費募金（３月小計11,000円）現場を

支えるのに不可欠な事務運営経費，人件費に使われます。

Ｊ，ラオス募金（３月小計50,000円）ラオス

の婦人の生活向上プログラムのために使われます。

Ｋ・無指定募金（３月小計351,607円）

し送金の方法一下記の口座へ郵便振替にてご入金下さい。

東京９－２７４９５（募金種目名をご記入下さい｡）

加入者名一ＪＶＣ東京事務所

しJVCとは一ＪａｐａｎlnternationalVolunteerCenter

は1980年２月，タイのバンコクで設立された民間救援団体

です。1979年暮れの，インドシナ難民の大量流出をきっか

けに，日本から駆けつけた若者と，現地タイですでに活動

を始めていた日本人とが一体となり，現在の組織の原形が

できました。ＪＶＣは,活動者の自発的な意志に基づき，日

本の個人・団体からの寄付金，国連機関からの委託金等に

よって運営されています。ＪＶＣは，人種，国籍，習慣，

宗教その他の信条の違いを越えて，難民および同様の窮境

にある人々を対象にできる限り継続的な活動を行ないます。

トＪＶＣの会員募集について－会員は，総会に出席し，

ＪＶＣの方針などを決定する他，情報｡資料の入手，各種の

活動。報告会・上映会・学習会等へ参加することができま

す。会員の種別と年会費は以下の通りです。また会費には

機関誌の購読料が含まれています。

.正会員(誰婁;M:::巽重量棚
・賛助会員金品による支援（金額は自由です｡）

し機関誌『Ｔｒｉａｌ＆Error」のみの購読について

・毎号１冊送付年間購読料3,000円

・毎号４冊送付年間購読料10,000円

し送金の方法一下記の口座へ郵便振替にてご入金下さい。

①会員：東京5-48365加入者名一ＪＶＣ会員係

②T/Ｅ：東京３－５４１８６加入者名一ＪＶＣ東京事務所

（住所，氏名，購読開始月をお書き添え下さい。）

－３２－

編集後記

1990年４月20日発行(毎月20日発行）

編集人熊岡路矢池島千津子

発行人林達雄

発行所日本国際ボランティアセンター（ＪＶＣ）東京事務所
〒113東京都文京区湯島３－１－４会田ビル５階
衝0３（834）２３８８ＦＡＸ：０３（835）O519

Telex：7604025ＪＶＣＨＱＵＣ
ＪＶＣインフォメーション：03-835-4583

神奈川事務所〒231横浜市中区山下２産業貿易セ
ンタービル９Ｆ（財)神奈川県国際交流協

会内画045（671）７０８２

Trial＆ErrorＮｏ．９９

犬養道子・「みどり－本」募金

東京0-212497（３月小計212名1,593,357円）
犬養道子さんの御厚意により，ＪＶＣに上記の口座を設け

ました。この募金はエチオピアの植林プロジェクトに使

われます。

定価送料共300円

Trial＆Errorは再生紙を使用しています

印刷所㈱ベスト･プリンティング
＊本誌の記事・写真等の無断転載・複写を禁じます。
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